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Ⅱ 18 歳以上の区民の方が対象 

①地域力・まちづくり・環境分野などの調査結果 
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１ 回答者の属性 

【性別】 

全体：大田区の18歳以上の人口（ｎ＝638,789）※令和２年１月１日 

回答者：有効回収数（ｎ＝797） 

 

 

 

 

【年齢】 

 

       

 

【出典】大田区：年齢別人口報告表資料（日本人＋外国人）令和２年１月１日現在版 

 

  

ｎ＝797

男性

38.8％

女性

60.0％

無回答

1.3％

男性

49.4％
女性

50.6％

全体

回答者

ｎ＝797

18～19歳 1.8%

20～29歳 15.8%

30～39歳 16.6%

40～49歳 18.5%
50～59歳 15.6%

60～64歳 5.7%

65～69歳 6.0%

70～74歳 6.6%

75歳以上 13.4%

全

回答者

無回答： 1.0％

50～59歳： 20.2％

20～29歳： 7.0％

60～64歳： 6.3％

65～69歳： 8.8％

40～49歳： 18.3％

70～74歳： 8.4％

30～39歳： 13.7％

18～19歳： 0.4％

75歳以上： 15.9％

回答者割合

全体
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【介護保険制度の要介護認定を受けているか（65歳以上の方）】 

 

【国籍】 

 

（日本国籍以外） 

      

 

【住まいの地域】 

  

n=264

受けていない

82.6%

受けている

（要支援を含む）

16.3%

無回答 1.1%

n=797

日本国籍

96.0%

それ以外

2.1%

無回答 1.9%

中国 韓国 台湾 フィリピン アルゼンチン ネパール 無回答

人数 9 2 2 2 1 1 0

n=797

大森地域

33.0%

調布地域

27.0%

蒲田地域

27.0%

糀谷・羽田地域

10.2%

無回答 2.9%
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【家族構成】 

 

【住まいの種類】 

   

n=797

17.6

26.0

44.9

7.5

2.0

2.0

0% 20% 40% 60%

ひとり暮らし

夫婦のみ

二世代世帯（親と子）

三世代世帯（親と子と孫）

その他

無回答

n=797

39.1

24.6

2.0

29.2

2.1

1.0

1.9

0% 20% 40% 60%

持ち家（一戸建て）

持ち家（集合住宅）

賃貸住宅（一戸建て）

賃貸住宅（集合住宅）

寮・社宅・宿舎

その他

無回答
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【職業】 

 

 

 

【主な通勤・通学先】 

  

n=797

1.9 

0.0 

3.8 

8.0 

13.3 
14.3 

16.1 

2.6 

19.7 

15.3 

5.0 

0%

10%

20%

商
工
サ
ー
ビ
ス
業

農
林
水
産
業

自
由
業

管
理
職

専
門
技
術
職

事
務
職

労
務
職
・サ
ー
ビ
ス
業

学
生

主
婦
・主
夫

そ
の
他
（高
齢
者
含
む
）

無
回
答

n=478

11.1

27.0

17.4

20.9

10.9

8.8

2.7

1.3

0% 20% 40%

大田区内（自宅）

大田区内（自宅以外）

品川・目黒・新宿・渋谷区内

千代田・中央・港区内

それ以外の東京都内

神奈川県内

それ以外

無回答
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【同居家族】 

 

 

 

 

【配偶者の有無】 

【（配偶者のいる方）共働きについて】 

   

  

n=797

9.4

9.4

46.4

4.8

33.4

5.0

0% 20% 40% 60%

小学校入学前の子ども

小学生

65歳以上の方

寝たきりの方や身体の不自由な方

いない

無回答

n=797

いる（同居・別

居含め）
64.9%

いない（離婚・

死別）
11.5%

いない（未婚）

21.0%

無回答 2.6% n=517

共働きをして

いる
49.3%

共働きはして

いない
48.4%

無回答 2.3%
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【ご自身のステージ】 

 

【大田区にお住まいの期間】 

  

ｎ＝797

本人18～39歳 (80)

本人40～64歳 (78)

本人65歳以上 (45)

本人18～39歳 (36)

本人40～64歳 (58)

本人65歳以上 (41)

一番上の子どもが
小学校入学前

(52)

一番上の子どもが
小・中学生

(67)

一番上の子どもが
高校・大学生

(54)

一番上の子どもが
学校卒業（本人は
64歳以下）

(86)

一番上の子どもが
学校卒業（本人は
65歳以上）

(96)

　無回答 (104)

独
身
の
方

子
ど
も
の
い
な
い

夫
婦
の
方

子
ど
も
の
い
る
方

（
別
居
も
含
む

）

10.0 

9.8 

5.6 

4.5 

7.3 

5.1 

6.5 

8.4 

6.8 

10.8 

12.0 

13.0 

0% 10% 20%

n=797

2.6

7.4

5.1

7.9

14.4

13.8

47.9

0.8

0% 20% 40% 60%

１年未満

１年以上３年未満

３年以上５年未満

５年以上10年未満

10年以上20年未満

20年以上30年未満

30年以上

無回答
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２ 地域活動・生涯学習について 

（１）連携・協働をするために重要なこと 

◎ 「お互いの立場を尊重し、理解し合うこと」が約６割で最も高くなっている 

問１ 豊かで魅力に満ちたまちづくりを進めるための連携や協働をするにあたり、どのようなことが

重要だとお考えですか。（○はいくつでも） 

図表２－１ 連携・協力をするために重要なこと 

 

連携・協働をするために重要なことについて聞いたところ、「お互いの立場を尊重し、理解し合うこ

と」が60.5％で最も高く、次いで、「連携・協働して取組んでいる活動の内容が、地域住民にわかるよ

うにすること」（55.7％）、「地域の課題や取組の目的を話し合い、共有すること」（52.1％）などとなっ

ている。（図表２－１） 

  

n=797

60.5

55.7

52.1

33.6

33.2

19.8

2.0

6.0

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

お互いの立場を尊重し、理解し合うこと

連携・協働して取組んでいる活動の内容が、

地域住民にわかるようにすること

地域の課題や取組の目的を話し合い、共有すること

活動の場においては、対等な協力関係を築くこと

お互いの役割分担をよく話し合い、

それぞれの特長が活かされる活動をすること

連携・協働する相手に依存することなく、自分の役割を果たすこと

その他

わからない

無回答
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図表２－２ 連携・協力をするために重要なこと（性別・性／年代別・地域別 上位６項目） 

 

□お互いの立場を尊重

し、理解し合うこと

□連携・協働して取組

んでいる活動の内容

が、地域住民にわかる

ようにすること

□地域の課題や取組の

目的を話し合い、共有

すること

  ｎ

全　体 (797)

男性 (309)

女性 (478)

男性10・20代 (22)

男性30代 (46)

男性40代 (51)

男性50代 (63)

男性60代 (52)

男性70歳以上 (75)

女性10・20代 (37)

女性30代 (63)

女性40代 (94)

女性50代 (98)

女性60代 (67)

女性70歳以上 (118)

大森地域 (263)

調布地域 (215)

蒲田地域 (215)

糀谷・羽田地域 (81)

□活動の場において

は、対等な協力関係を

築くこと

□お互いの役割分担を

よく話し合い、それぞ

れの特長が活かされる

活動をすること

□連携・協働する相手

に依存することなく、

自分の役割を果たすこ

と

  ｎ

全　体 (797)

男性 (309)

女性 (478)

男性10・20代 (22)

男性30代 (46)

男性40代 (51)

男性50代 (63)

男性60代 (52)

男性70歳以上 (75)

女性10・20代 (37)

女性30代 (63)

女性40代 (94)

女性50代 (98)

女性60代 (67)

女性70歳以上 (118)

大森地域 (263)

調布地域 (215)

蒲田地域 (215)

糀谷・羽田地域 (81)

地

域

別

性

別

性

／

年

代

別

地

域

別

性

別

性

／

年

代

別

60.5 

61.8 

60.5 

50.0 

63.0 

66.7 

71.4 

55.8 

57.3 

56.8 

57.1 

61.7 

58.2 

71.6 

58.5 

65.0 

60.9 

54.9 

63.0 

0% 20% 40% 60% 80%

55.7 

56.0 

55.2 

27.3 

50.0 

60.8 

63.5 

55.8 

58.7 

56.8 

58.7 

57.4 

57.1 

64.2 

44.9 

49.8 

57.2 

63.3 

50.6 

0% 20% 40% 60% 80%

52.1 

53.7 

51.0 

36.4 

58.7 

47.1 

63.5 

48.1 

56.0 

62.2 

57.1 

53.2 

50.0 

47.8 

45.8 

51.3 

53.0 

55.8 

46.9 

0% 20% 40% 60% 80%

33.6 

37.5 

31.2 

36.4 

37.0 

45.1 

47.6 

30.8 

29.3 

29.7 

39.7 

28.7 

25.5 

32.8 

33.1 

34.2 

33.5 

34.9 

32.1 

0% 20% 40% 60% 80%

33.2 

35.0 

32.2 

31.8 

34.8 

29.4 

46.0 

23.1 

38.7 

43.2 

34.9 

33.0 

33.7 

37.3 

22.9 

37.3 

34.0 

32.6 

22.2 

0% 20% 40% 60% 80%

19.8 

20.4 

19.0 

22.7 

15.2 

19.6 

30.2 

17.3 

17.3 

13.5 

17.5 

16.0 

13.3 

28.4 

23.7 

21.3 

20.0 

19.5 

13.6 

0% 20% 40% 60% 80%
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連携・協働をするために重要なことについて、上位６項目を性別でみると、「お互いの立場を尊重し、

理解し合うこと」では男女ともに大きな差異は見られない。「活動の場においては、対等な協力関係を

築くこと」では男性（37.5％）、女性（31.2％）と、男性が女性を6.3ポイント上回っている。 

性／年代別でみると、「お互いの立場を尊重し、理解し合うこと」では男性50代、女性60代が７割

台で他の年代より高くなっている。 

地域別でみると、「お互いの立場を尊重し、理解し合うこと」では全ての地域で５割を超えている。

（図表２－２） 
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（２）参加したことがある地域活動 

◎ 「お祭りや地域行事」が４割前半で最も高くなっている 

問２ 今まで、大田区内の地域活動に一度でも参加したことがありますか。参加したことがある活動

をお答えください。（○はいくつでも） 

図表２－３ 参加したことがある地域活動 

 

 

今まで参加したことがある大田区内の地域活動を聞いたところ、「お祭りや地域行事」が43.9％で最

も高く、次いで、「募金」（27.2％）、「ＰＴＡ活動」（21.2％）などとなっている。 

一方、「参加したことがない」は28.9％となっている。（図表２－３） 

  

n=797

43.9

27.2

21.2

20.5

20.3

20.1

19.7

14.1

13.8

11.9

11.8

7.3

6.8

4.5

2.5

1.1

1.0

28.9

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

お祭りや地域行事

募金

ＰＴＡ活動

地域の防災訓練

自治会・町会活動

文化・スポーツ・レクリエーション

学校、児童館などが開いた講座・教室や催し物

清掃やリサイクル活動

通学路や公園などでの子どもの見守りや、

地域安全・安心パトロールなどの活動

献血

交通安全

子育てや子どもの健全育成

ボランティア活動

高齢者や障がいのある方に対する支援

地域のまちづくり

国際交流

その他

参加したことがない

無回答



 

19 

 

図表２－４ 参加したことがある地域活動（性別・性／年代別・地域別 上位６項目） 

 

 

□お祭りや地域行事 □募金 □ＰＴＡ活動

  ｎ

全　体 (797)

男性 (309)

女性 (478)

男性10・20代 (22)

男性30代 (46)

男性40代 (51)

男性50代 (63)

男性60代 (52)

男性70歳以上 (75)

女性10・20代 (37)

女性30代 (63)

女性40代 (94)

女性50代 (98)

女性60代 (67)

女性70歳以上 (118)

大森地域 (263)

調布地域 (215)

蒲田地域 (215)

糀谷・羽田地域 (81)

□地域の防災訓練 □自治会・町会活動 □文化・スポーツ・レ

クリエーション

  ｎ

全　体 (797)

男性 (309)

女性 (478)

男性10・20代 (22)

男性30代 (46)

男性40代 (51)

男性50代 (63)

男性60代 (52)

男性70歳以上 (75)

女性10・20代 (37)

女性30代 (63)

女性40代 (94)

女性50代 (98)

女性60代 (67)

女性70歳以上 (118)

大森地域 (263)

調布地域 (215)

蒲田地域 (215)

糀谷・羽田地域 (81)

地

域

別

性

別

性

／

年

代

別

地

域

別

性

別

性

／

年

代

別

43.9 

35.3 

49.6 

40.9 

34.8 

41.2 

31.7 

34.6 

33.3 

43.2 

54.0 

61.7 

54.1 

40.3 

41.5 

51.3 

42.8 

38.1 

39.5 

0% 20% 40% 60% 80%

27.2 

20.7 

31.2 

4.5 

13.0 

15.7 

22.2 

23.1 

30.7 

18.9 

15.9 

17.0 

37.8 

35.8 

46.6 

29.7 

20.9 

29.3 

28.4 

0% 20% 40% 60% 80%

21.2 

6.1 

31.0 

0.0 

0.0 

7.8 

17.5 

3.8 

2.7 

0.0 

11.1 

41.5 

44.9 

43.3 

24.6 

22.4 

23.3 

19.1 

19.8 

0% 20% 40% 60% 80%

20.5 

15.9 

23.6 

4.5 

4.3 

11.8 

14.3 

19.2 

28.0 

8.1 

11.1 

17.0 

23.5 

31.3 

36.4 

21.3 

14.9 

23.7 

24.7 

0% 20% 40% 60% 80%

20.3 

18.1 

21.8 

0.0 

13.0 

13.7 

15.9 

21.2 

29.3 

0.0 

9.5 

14.9 

29.6 

20.9 

34.7 

22.4 

14.0 

22.3 

23.5 

0% 20% 40% 60% 80%

20.1 

17.5 

21.8 

4.5 

21.7 

19.6 

25.4 

19.2 

9.3 

16.2 

17.5 

22.3 

23.5 

26.9 

21.2 

26.2 

18.6 

14.9 

17.3 

0% 20% 40% 60% 80%



 

20 

 

今まで参加したことがある大田区内の地域活動について、上位６項目を性別でみると、「お祭りや地

域行事」では男性（35.3％）、女性（49.6％）、「募金」では男性（20.7％）、女性（31.2％）、「ＰＴＡ活

動」では、男性（6.1％）、女性（31.0％）と、それぞれ女性が男性を14.3ポイント、10.5ポイント、

24.9ポイント上回っている。 

性／年代別でみると、「お祭りや地域行事」では女性40代が61.7％で他の年代より高く、全ての年

代で女性が男性を上回っている。「募金」では女性70歳以上が46.6％で他の年代より高くなっている。

「ＰＴＡ活動」は女性の40～60代が４割台となっている。「地域の防災訓練」では男女ともに年代が上

がるにつれ高く、全ての年代で女性が男性を上回っている。 

地域別でみると、「お祭りや地域行事」では大森地域が51.3％となっている。（図表２－４）  
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（３）現在の地域活動への参加状況 

◎ 「参加している」は約３割となっている 

【問２で「１」～「17」と回答された方（大田区内の地域活動に参加したことがある方）】 

問２-１ 現在、地域活動に参加していますか。（○は１つ） 

図表２－５ 現在の地域活動への参加状況 

 

大田区内の地域活動に参加したことがある方に現在の参加状況を聞いたところ、「参加している」が

30.7％、「参加していない」が67.9％となっている。（図表２－５） 

  

n=560

参加している

30.7%

参加して

いない
67.9%

無回答 1.4%
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図表２－６ 現在の地域活動への参加状況（性別・性／年代別・地域別） 

 

現在の地域活動への参加状況について、性別でみると大きな差異は見られない。 

性／年代別でみると、「参加している」は男性では60代、70歳以上が約４割と高齢層で高く、女性

では30代が48.8％で最も高くなっている。 

地域別でみると、大森地域、糀谷・羽田地域が３割後半となっている。（図表２－６）  

　(％)

  全  体

男性

女性

男性10・20代

男性30代

男性40代

男性50代

男性60代

男性70歳以上

女性10・20代

女性30代

女性40代

女性50代

女性60代

女性70歳以上

大森地域

調布地域

蒲田地域

糀谷・羽田地域

性

別

性

／

年

代

別

地

域

別

参

加

し

て

い

る

参

加

し

て

い

な

い

無

回

答

30.7 

28.2 

31.3 

0.0 

10.5 

26.7 

22.2 

40.6 

39.2 

14.3 

48.8 

35.6 

26.3 

22.2 

33.7 

38.0 

25.2 

23.6 

39.6 

67.9 

70.2 

67.3 

81.8 

89.5 

73.3 

77.8 

59.4 

58.8 

85.7 

51.2 

64.4 

73.8 

77.8 

61.1 

60.4 

72.7 

76.4 

58.5 

1.4 

1.6 

1.4 

18.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

5.3 

1.6 

2.1 

0.0 

1.9 

(560)

(188)

(364)

(11)

(19)

(30)

(45)

(32)

(51)

(21)

(41)

(73)

(80)

(54)

(95)

(192)

(143)

(157)

(53)

ｎ
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（４）地域活動に参加しない理由 

◎ 「参加したいが、仕事や家事が忙しく時間がない」が２割後半で最も高くなっている 

【問２で「18．参加したことがない」と回答された方】 

問２-２ 地域活動に参加していない最も大きな理由は何ですか。（○は１つ） 

図表２－７ 地域活動に参加しない理由 

 

大田区内の地域活動に参加したことがない方に、参加していない最も大きな理由を聞いたところ、「参

加したいが、仕事や家事が忙しく時間がない」が28.3％で最も高く、次いで、「地域活動に興味が無く、

参加したいと思わない」（24.8％）、「参加したいが、参加するきっかけがない」（22.2％）などとなって

いる。（図表２－７） 

  

n=230
参加したいが、

仕事や家事が

忙しく時間がない

28.3%

参加したいが

健康面に不安が

ある
10.0%

参加したいが、

参加するきっか
けがない

22.2%

地域活動に興味

が無く、参加した

いと思わない
24.8%

その他 9.6%

無回答 5.2%
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図表２－８ 地域活動に参加しない理由（性別・性／年代別・地域別） 

 

地域活動に参加しない理由について、性別でみると、男女ともに「参加したいが、仕事や家事が忙し

く時間がない」が最も高くなっている。 

地域別でみると、「参加したいが、仕事や家事が忙しく時間がない」は蒲田地域が39.7％、調布地域

が29.4％、「参加したいが、参加するきっかけがない」は大森地域が27.1％、調布地域が25.0％とな

っている。（図表２－８）  

　(％)

  全  体

男性

女性

男性10・20代

男性30代

男性40代

男性50代

男性60代

男性70歳以上

女性10・20代

女性30代

女性40代

女性50代

女性60代

女性70歳以上

大森地域

調布地域

蒲田地域

糀谷・羽田地域

性
／

年

代
別

地
域

別

性

別

参

加

し
た

い

が
、

仕
事

や

家

事

が
忙

し

く

時

間
が

な

い 参

加

し
た

い

が

健

康
面

に

不

安

が
あ

る

参

加

し
た

い

が
、

参
加

す

る

き
っ

か

け

が

な

い

地

域

活
動

に

興

味

が
無

く
、

参
加

し

た

い

と
思

わ

な

い

そ

の

他

無

回

答

28.3 

28.3 

28.4 

45.5 

25.9 

33.3 

29.4 

30.0 

16.7 

37.5 

33.3 

33.3 

38.9 

30.8 

0.0 

22.9 

29.4 

39.7 

17.9 

10.0 

10.0 

10.1 

0.0 

0.0 

0.0 

5.9 

15.0 

33.3 

0.0 

0.0 

0.0 

5.6 

15.4 

40.0 

12.9 

8.8 

6.9 

10.7 

22.2 

24.2 

19.3 

9.1 

33.3 

33.3 

17.6 

15.0 

25.0 

18.8 

23.8 

19.0 

16.7 

15.4 

20.0 

27.1 

25.0 

17.2 

10.7 

24.8 

25.0 

24.8 

45.5 

33.3 

23.8 

23.5 

25.0 

8.3 

43.8 

28.6 

28.6 

11.1 

30.8 

10.0 

21.4 

19.1 

20.7 

53.6 

9.6 

7.5 

11.9 

0.0 

3.7 

4.8 

23.5 

10.0 

4.2 

0.0 

9.5 

9.5 

22.2 

7.7 

20.0 

10.0 

11.8 

8.6 

7.1 

5.2 

5.0 

5.5 

0.0 

3.7 

4.8 

0.0 

5.0 

12.5 

0.0 

4.8 

9.5 

5.6 

0.0 

10.0 

5.7 

5.9 

6.9 

0.0 

(230)

(120)

(109)

(11)

(27)

(21)

(17)

(20)

(24)

(16)

(21)

(21)

(18)

(13)

(20)

(70)

(68)

(58)

(28)

ｎ
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（５）区民活動情報サイト「オーちゃんネット」の認知度 

◎ 「知らない」が８割半ばとなっている 

問３ 地域活動の情報を発信する区民活動情報サイト「オーちゃんネット」を知っていますか。 

（○は１つ） 

図表２－９ 区民活動情報サイト「オーちゃんネット」の認知度 

 

区民活動情報サイト「オーちゃんネット」を知っているか聞いたところ、「知っている」が2.5％、「聞

いたことはある」が11.2％、「知らない」が85.7％となっている。（図表２－９） 

  

n=797 知っている

2.5%

聞いたことは

ある
11.2%

知らない

85.7%

無回答 0.6%
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図表２－10 区民活動情報サイト「オーちゃんネット」の認知度（性別・性／年代別・地域別） 

 

区民活動情報サイト「オーちゃんネット」の認知度について、性別でみると、大きな差異は見られな

い。 

性／年代別でみると、「聞いたことはある」は男女ともに年代が上がるにつれ高くなっている。 

地域別でみると、「聞いたことはある」は蒲田地域で16.7％となっている。（図表２－10）  

　(％)

  全  体

男性

女性

男性10・20代

男性30代

男性40代

男性50代

男性60代

男性70歳以上

女性10・20代

女性30代

女性40代

女性50代

女性60代

女性70歳以上

大森地域

調布地域

蒲田地域

糀谷・羽田地域

性

別

知
っ

て

い

る

聞

い

た

こ

と

は

あ

る

知

ら

な

い

無

回

答

性

／

年

代

別

地

域

別

2.5 

1.6 

2.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.9 

5.3 

5.4 

3.2 

4.3 

3.1 

1.5 

1.7 

3.4 

2.8 

1.4 

2.5 

11.2 

10.4 

11.9 

0.0 

4.3 

7.8 

4.8 

17.3 

18.7 

2.7 

7.9 

9.6 

11.2 

14.9 

17.8 

8.7 

10.2 

16.7 

8.6 

85.7 

87.4 

84.7 

100.0 

95.7 

92.2 

95.2 

78.8 

74.7 

91.9 

88.9 

86.2 

85.7 

83.6 

79.7 

87.5 

86.0 

81.4 

88.9 

0.6 

0.6 

0.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.9 

1.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.8 

0.4 

0.9 

0.5 

0.0 

(797)

(309)

(478)

(22)

(46)

(51)

(63)

(52)

(75)

(37)

(63)

(94)

(98)

(67)

(118)

(263)

(215)

(215)

(81)

ｎ
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（６）区民活動情報サイト「オーちゃんネット」の利用状況 

◎ 「地域活動の情報は調べたが活動には参加していない」が６割となっている 

【問３で「１．知っている」と回答された方】 

問３-１ 区民活動情報サイト「オーちゃんネット」で大田区内の地域活動の情報を調べたことがあり

ますか。（○は１つ） 

図表２－11 区民活動情報サイト「オーちゃんネット」の利用状況 

 

区民活動情報サイト「オーちゃんネット」を知っている方に利用状況を聞いたところ、「地域活動の

情報を調べ、その活動に参加した」が5.0％、「地域活動の情報は調べたが活動には参加していない」

が60.0％、「地域活動の情報は調べていない」が35.0％となっている。（図表２－11） 

  

n=20 地域活動の情報

を調べ、その活

動に参加した
5.0%

地域活動の情報

は調べたが活動
には参加してい

ない

60.0%

地域活動の情報

は調べていない

35.0%

無回答 0.0%
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（７）最近１年間の生涯学習の活動と新たに始めたいもの 

◎ 行った活動は「自分の趣味・実益に関するもの（スポーツ）」が２割半ば、 

新たに始めたい活動は「自分の教養を高めるもの」が２割前半で最も高くなっている 

問４ あなたは、最近１年間にどのような生涯学習の活動を行いましたか。 

また、新たに始めてみたいことはありますか。該当する番号に○を付けてください。 

（「①最近１年間で行ったもの」「②新たに始めたいもの」、それぞれ○はいくつでも） 

図表２－12 最近１年間の生涯学習の活動と新たに始めたいもの 

 

 

【最近１年間で行った】生涯学習について聞いたところ、「自分の趣味・実益に関するもの（スポー

ツ）」が24.5％で最も高く、次いで、「自分の趣味・実益に関するもの（文化）」（22.5％）、「自分の教

養を高めるもの（文学、歴史、科学、語学など）」（16.1％）などとなっている。 

一方、「特になし」は36.3％となっている。 

 

【新たに始めたい】生涯学習について聞いたところ、「自分の教養を高めるもの（文学、歴史、科学、

語学など）」が22.0％で最も高く、次いで、「自分の趣味・実益に関するもの（スポーツ）」（18.4％）、

「自分の趣味・実益に関するもの（文化）」（15.9％）などとなっている。 

一方、「特になし」は21.1％となっている。（図表２－12）  

n=797

24.5

22.5

16.1

10.7

7.8

7.3

6.1

5.4

3.4

1.3

36.3

12.3

18.4

15.9

22.0

15.3

14.6

8.8

7.9

8.8

6.9

1.1

21.1

24.1

0% 10% 20% 30% 40%

自分の趣味・実益に関するもの

（スポーツ〔例 球技、体操、武道、ダンスなど〕）

自分の趣味・実益に関するもの（文化〔例 音楽、美術、文芸など〕）

自分の教養を高めるもの（文学、歴史、科学、語学など）

パソコン、インタ－ネットやスマートフォンの知識や技術

健康づくりに関するもの（講座、講演会など）

社会問題に関するもの（社会・時事、国際、環境問題など）

子育て、教育に関するもの

地域社会に関するもの（地域の歴史、自然、文化など）

ボランティア活動のために必要な知識や技能

その他

特になし

無回答

①最近１年間で行ったもの

②新たに始めたいもの
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図表２－13 最近１年間の生涯学習の活動（性別・性／年代別・地域別 上位６項目） 

 

□自分の趣味・実益に

関するもの（スポーツ

〔例　球技、体操、武

道、ダンスなど〕）

□自分の趣味・実益に

関するもの（文化〔例

音楽、美術、文芸な

ど〕）

□自分の教養を高める

もの（文学、歴史、科

学、語学など）

  ｎ

全　体 (797)

男性 (309)

女性 (478)

男性10・20代 (22)

男性30代 (46)

男性40代 (51)

男性50代 (63)

男性60代 (52)

男性70歳以上 (75)

女性10・20代 (37)

女性30代 (63)

女性40代 (94)

女性50代 (98)

女性60代 (67)

女性70歳以上 (118)

大森地域 (263)

調布地域 (215)

蒲田地域 (215)

糀谷・羽田地域 (81)

□パソコン、インタ－

ネットやスマートフォ

ンの知識や技術

□健康づくりに関する

もの（講座、講演会な

ど）

□社会問題に関するも

の（社会・時事、国

際、環境問題など）

  ｎ

全　体 (797)

男性 (309)

女性 (478)

男性10・20代 (22)

男性30代 (46)

男性40代 (51)

男性50代 (63)

男性60代 (52)

男性70歳以上 (75)

女性10・20代 (37)

女性30代 (63)

女性40代 (94)

女性50代 (98)

女性60代 (67)

女性70歳以上 (118)

大森地域 (263)

調布地域 (215)

蒲田地域 (215)

糀谷・羽田地域 (81)

地
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別
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別
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代

別

地
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別

性

別

性

／

年

代

別

24.5 

23.9 

24.9 

40.9 

30.4 

25.5 

23.8 

28.8 

10.7 

24.3 

19.0 

26.6 

29.6 

22.4 

24.6 

27.4 

28.8 

17.2 

25.9 

0% 20% 40% 60% 80%

22.5 

17.8 

25.1 

22.7 

30.4 

5.9 

12.7 

26.9 

14.7 

29.7 

28.6 

17.0 

31.6 

20.9 

25.4 

20.5 

29.8 

21.4 

13.6 

0% 20% 40% 60% 80%

16.1 

17.5 

14.9 

31.8 

32.6 

7.8 

22.2 

15.4 

8.0 

40.5 

19.0 

9.6 

15.3 

14.9 

8.5 

15.2 

20.5 

14.0 

14.8 

0% 20% 40% 60% 80%

10.7 

13.6 

8.8 

27.3 

15.2 

15.7 

6.3 

13.5 

13.3 

27.0 

3.2 

5.3 

12.2 

6.0 

7.6 

9.5 

8.4 

13.5 

14.8 

0% 20% 40% 60% 80%

7.8 

6.1 

8.8 

0.0 

8.7 

0.0 

6.3 

1.9 

13.3 

8.1 

6.3 

5.3 

13.3 

10.4 

8.5 

7.2 

8.4 

7.4 

8.6 

0% 20% 40% 60% 80%

7.3 

10.4 

5.0 

27.3 

19.6 

7.8 

7.9 

7.7 

5.3 

16.2 

3.2 

2.1 

7.1 

3.0 

4.2 

6.8 

8.8 

7.4 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80%
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図表２－14 新たに始めたい生涯学習の活動（性別・性／年代別・地域別 上位５項目） 

 

□自分の教養を高める

もの（文学、歴史、科

学、語学など）

□自分の趣味・実益に

関するもの（スポーツ

〔例　球技、体操、武

道、ダンスなど〕）

□自分の趣味・実益に

関するもの（文化〔例

音楽、美術、文芸な

ど〕）

  ｎ

全　体 (797)

男性 (309)

女性 (478)

男性10・20代 (22)

男性30代 (46)

男性40代 (51)

男性50代 (63)

男性60代 (52)

男性70歳以上 (75)

女性10・20代 (37)

女性30代 (63)

女性40代 (94)

女性50代 (98)

女性60代 (67)

女性70歳以上 (118)

大森地域 (263)

調布地域 (215)

蒲田地域 (215)

糀谷・羽田地域 (81)

□パソコン、インタ－

ネットやスマートフォ

ンの知識や技術

□健康づくりに関する

もの（講座、講演会な

ど）

  ｎ

全　体 (797)

男性 (309)

女性 (478)

男性10・20代 (22)

男性30代 (46)

男性40代 (51)

男性50代 (63)

男性60代 (52)

男性70歳以上 (75)

女性10・20代 (37)

女性30代 (63)

女性40代 (94)

女性50代 (98)

女性60代 (67)

女性70歳以上 (118)

大森地域 (263)

調布地域 (215)

蒲田地域 (215)

糀谷・羽田地域 (81)

地

域

別

性

別

性

／

年

代

別

地

域

別

性

別

性

／

年

代

別

22.0 

21.4 

22.8 

36.4 

28.3 

15.7 

25.4 

21.2 

13.3 

29.7 

41.3 

26.6 

25.5 

22.4 

5.9 

19.8 

28.8 

22.8 

13.6 

0% 20% 40% 60% 80%

18.4 

16.8 

19.9 

27.3 

19.6 

15.7 

22.2 

11.5 

12.0 

24.3 

23.8 

27.7 

27.6 

11.9 

8.5 

20.5 

19.1 

19.5 

8.6 

0% 20% 40% 60% 80%

15.9 

11.3 

19.0 

22.7 

19.6 

11.8 

9.5 

9.6 

5.3 

24.3 

30.2 

22.3 

21.4 

16.4 

8.5 

16.7 

20.5 

14.9 

6.2 

0% 20% 40% 60% 80%

15.3 

16.2 

14.9 

27.3 

15.2 

17.6 

6.3 

21.2 

17.3 

13.5 

19.0 

16.0 

16.3 

13.4 

11.9 

12.2 

12.6 

21.4 

17.3 

0% 20% 40% 60% 80%

14.6 

13.3 

15.7 

13.6 

8.7 

15.7 

7.9 

19.2 

14.7 

16.2 

23.8 

10.6 

18.4 

17.9 

11.9 

15.2 

14.9 

15.8 

7.4 

0% 20% 40% 60% 80%
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【最近１年間で行った】生涯学習について、上位６項目を性別でみると、「自分の趣味・実益に関す

るもの（スポーツ）」では大きな差異は見られない。「自分の趣味・実益に関するもの（文化）」では男

性（17.8％）、女性（25.1％）と、女性が男性を7.3ポイント上回っている。 

性／年代別でみると、「自分の趣味・実益に関するもの（文化）」では男性は30代、女性は50代が他

の年代より高くなっている。「自分の教養を高めるもの（文学、歴史、科学、語学など）」では女性10・

20代が40.5％、男性30代が32.6％で他の年代より高くなっている。 

地域別でみると、「自分の趣味・実益に関するもの（文化）」では調布地域が29.8％となっている。 

（図表２－13） 

 

【新たに始めたい】生涯学習について、上位５項目を性別でみると、「自分の教養を高めるもの（文

学、歴史、科学、語学など）」では大きな差異は見られない。「自分の趣味・実益に関するもの（文化）」

では男性（11.3％）、女性（19.0％）と、女性が男性を7.7ポイント上回っている。 

性／年代別でみると、「自分の教養を高めるもの（文学、歴史、科学、語学など）」で女性30代が41.3％

で他の年代より高くなっている。「自分の趣味・実益に関するもの（文化）」では、全ての年代で女性が

男性を上回っている。 

地域別でみると「自分の教養を高めるもの（文学、歴史、科学、語学など）」では調布地域が28.8％

となっている。（図表２－14） 
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（８）生涯学習で身に付けた知識・技能・経験を活かしているか 

◎ 「自分の人生がより豊かになっている」が６割前半で最も高くなっている 

【問４①最近１年間で行ったもので「１」～「10」と回答された方】 

問４-１ あなたは生涯学習を通じて身に付けた知識・技能・経験をどのように活かしていますか。 

（○はいくつでも） 

図表２－15 生涯学習で身に付けた知識・技能・経験を活かしているか 

 

 

最近１年間に生涯学習の活動を行った人に生涯学習で身に付けた知識・技能・経験をどのように活か

しているか聞いたところ、「自分の人生がより豊かになっている」が62.9％で最も高く、次いで、「自

分の健康を維持・増進している」（46.1％）、「家庭・日常の生活に活かしている」（36.6％）となってい

る。 

一方、「活かしていない」は6.3％となっている。（図表２－15）  

n=410

62.9

46.1

36.6

25.1

11.2

1.0

6.3

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自分の人生がより豊かになっている

自分の健康を維持・増進している

家庭・日常の生活に活かしている

仕事や就職に活かしている

地域や社会での活動に活かしている

その他

活かしていない

無回答
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図表２－16 生涯学習で身に付けた知識・技能・経験を活かしているか 

（性別・性／年代別・地域別 上位５項目） 

 

 

□自分の人生がより豊

かになっている

□自分の健康を維持・

増進している

□家庭・日常の生活に

活かしている

  ｎ

全　体 (410)

男性 (152)

女性 (254)

男性10・20代 (17)

男性30代 (31)

男性40代 (18)

男性50代 (30)

男性60代 (26)

男性70歳以上 (30)

女性10・20代 (25)

女性30代 (35)

女性40代 (49)

女性50代 (60)

女性60代 (30)

女性70歳以上 (55)

大森地域 (138)

調布地域 (121)

蒲田地域 (100)

糀谷・羽田地域 (45)

□仕事や就職に活かし

ている

□地域や社会での活動

に活かしている

  ｎ

全　体 (410)

男性 (152)

女性 (254)

男性10・20代 (17)

男性30代 (31)

男性40代 (18)

男性50代 (30)

男性60代 (26)

男性70歳以上 (30)

女性10・20代 (25)

女性30代 (35)

女性40代 (49)

女性50代 (60)

女性60代 (30)

女性70歳以上 (55)

大森地域 (138)

調布地域 (121)

蒲田地域 (100)

糀谷・羽田地域 (45)

地

域

別

性

別

性

／

年

代

別

地

域

別

性

別

性

／

年

代

別

62.9 

59.9 

65.0 

64.7 

64.5 

50.0 

70.0 

69.2 

40.0 

76.0 

68.6 

53.1 

68.3 

70.0 

61.8 

63.8 

66.9 

63.0 

46.7 

0% 20% 40% 60% 80%

46.1 

38.2 

50.4 

41.2 

32.3 

38.9 

33.3 

53.8 

33.3 

44.0 

28.6 

51.0 

51.7 

46.7 

67.3 

51.4 

46.3 

39.0 

42.2 

0% 20% 40% 60% 80%

36.6 

32.9 

38.2 

35.3 

41.9 

38.9 

30.0 

30.8 

23.3 

40.0 

51.4 

40.8 

31.7 

26.7 

40.0 

39.9 

34.7 

31.0 

40.0 

0% 20% 40% 60% 80%

25.1 

32.2 

21.3 

47.1 

58.1 

27.8 

40.0 

3.8 

16.7 

56.0 

31.4 

22.4 

21.7 

10.0 

3.6 

18.8 

25.6 

30.0 

33.3 

0% 20% 40% 60% 80%

11.2 

11.8 

10.6 

0.0 

6.5 

11.1 

3.3 

23.1 

23.3 

28.0 

0.0 

8.2 

6.7 

16.7 

12.7 

16.7 

5.0 

10.0 

13.3 

0% 20% 40% 60% 80%
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最近１年間に生涯学習の活動を行った人が身に付けた知識・技能・経験をどのように活かしているか

について、上位５項目を性別でみると「自分の人生がより豊かになっている」、「自分の健康を維持・増

進している」、「家庭・日常の生活に活かしている」では女性が男性を上回っている。（図表２－16） 
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（９）生涯学習の活動をしていない理由 

◎ 興味はあるが時間に余裕がない」が３割半ばで最も高くなっている 

【問４①最近１年間で行ったもので「11．特になし」と回答された方】 

問４-２ 生涯学習の活動をされていない理由は何ですか。（○は１つ） 

図表２－17 生涯学習の活動をしていない理由 

 

 

最近１年間で行った生涯学習の活動が特にない人に活動をしていない理由を聞いたところ、「興味は

あるが時間に余裕がない」が36.0％で最も高く、次いで、「興味がない」（20.4％）、「興味はあるがき

っかけがない」（15.6％）などとなっている。（図表２-17）  

n=289

36.0

20.4

15.6

9.7

9.0

9.3

0% 10% 20% 30% 40%

興味はあるが時間に余裕がない

興味がない

興味はあるがきっかけがない

興味はあるが何が、いつ、どこで行われているかわからない

その他

無回答
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図表２－18 生涯学習の活動をしていない理由（性別・性／年代別・地域別 上位４項目） 

 
 

生涯学習の活動をしていない理由について、性別でみると「興味があるが時間に余裕がない」は男性

（30.6％）、女性（39.4％）と、女性が男性を8.8ポイント上回っている。「興味がない」では男性（25.6％）、

女性（17.0％）と、男性が女性を8.6ポイント上回っている。 

地域別でみると、「興味があるが時間に余裕がない」では、調布地域、蒲田地域が４割台となってい

る。（図表２－18）  

□興味はあるが時間に

余裕がない

□興味がない □興味はあるがきっか

けがない

  ｎ

全　体 (289)

男性 (121)

女性 (165)

男性10・20代 (5)

男性30代 (9)

男性40代 (26)

男性50代 (28)

男性60代 (19)

男性70歳以上 (34)

女性10・20代 (8)

女性30代 (22)

女性40代 (39)

女性50代 (29)

女性60代 (28)

女性70歳以上 (39)

大森地域 (95)

調布地域 (67)

蒲田地域 (87)

糀谷・羽田地域 (30)

□興味はあるが何が、

いつ、どこで行われて

いるかわからない

  ｎ

全　体 (289)

男性 (121)

女性 (165)

男性10・20代 (5)

男性30代 (9)

男性40代 (26)

男性50代 (28)

男性60代 (19)

男性70歳以上 (34)

女性10・20代 (8)

女性30代 (22)

女性40代 (39)

女性50代 (29)

女性60代 (28)

女性70歳以上 (39)

大森地域 (95)

調布地域 (67)

蒲田地域 (87)

糀谷・羽田地域 (30)

地

域

別

性

別

性

／

年

代

別

地

域

別

性

別

性

／

年

代

別

36.0 

30.6 

39.4 

40.0 

33.3 

38.5 

42.9 

31.6 

11.8 

25.0 

59.1 

51.3 

34.5 

39.3 

23.1 

33.7 

40.3 

40.2 

23.3 

0% 20% 40% 60% 80%

20.4 

25.6 

17.0 

20.0 

33.3 

26.9 

21.4 

21.1 

29.4 

37.5 

9.1 

25.6 

10.3 

3.6 

23.1 

18.9 

14.9 

17.2 

46.7 

0% 20% 40% 60% 80%

15.6 

16.5 

15.2 

0.0 

11.1 

7.7 

28.6 

26.3 

11.8 

12.5 

13.6 

12.8 

24.1 

17.9 

10.3 

17.9 

10.4 

18.4 

13.3 

0% 20% 40% 60% 80%

9.7 

12.4 

7.9 

20.0 

11.1 

19.2 

0.0 

15.8 

14.7 

12.5 

4.5 

2.6 

13.8 

10.7 

7.7 

9.5 

13.4 

6.9 

10.0 

0% 20% 40% 60% 80%
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（10）生涯学習情報紙「ＷａＫｕＷａＫｕおおた」の認知度 

◎ 「知らない」が９割前半となっている 

問５ 生涯学習情報紙「ＷａＫｕＷａＫｕおおた（わくわくおおた）」を知っていますか。（○は１つ） 

図表２－19 生涯学習情報紙「ＷａＫｕＷａＫｕおおた」の認知度 

 

生涯学習情報誌「ＷａＫｕＷａＫｕおおた」を知っているか聞いたところ、「知っている」が2.6％、

「知らない」が93.5％となっている。（図表２－19） 

  

n=797
知っている

2.6%

知らない

93.5%

無回答 3.9%
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図表２－20 生涯学習情報紙「ＷａＫｕＷａＫｕおおた」の認知度（性別・性／年代別・地域別） 

 

生涯学習情報誌「ＷａＫｕＷａＫｕおおた」の認知度について、性別、性／年代別ともに認知度が低

くなっている。（図表２－20）  

　(％)

  全  体

男性

女性

男性10・20代

男性30代

男性40代

男性50代

男性60代

男性70歳以上

女性10・20代

女性30代

女性40代

女性50代

女性60代

女性70歳以上

大森地域

調布地域

蒲田地域

糀谷・羽田地域

性

別

性

／

年

代

別

地

域

別

知
っ

て

い

る

知

ら

な

い

無

回

答

2.6 

1.9 

3.1 

0.0 

2.2 

0.0 

0.0 

3.8 

4.0 

0.0 

0.0 

2.1 

3.1 

1.5 

7.6 

3.8 

0.9 

3.3 

2.5 

93.5 

94.8 

93.1 

100.0 

95.7 

100.0 

96.8 

94.2 

88.0 

97.3 

98.4 

95.7 

95.9 

94.0 

83.9 

92.8 

95.3 

93.0 

95.1 

3.9 

3.2 

3.8 

0.0 

2.2 

0.0 

3.2 

1.9 

8.0 

2.7 

1.6 

2.1 

1.0 

4.5 

8.5 

3.4 

3.7 

3.7 

2.5 

(797)

(309)

(478)

(22)

(46)

(51)

(63)

(52)

(75)

(37)

(63)

(94)

(98)

(67)

(118)

(263)

(215)

(215)

(81)

ｎ
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（11）生涯学習情報紙「ＷａＫｕＷａＫｕおおた」について 

◎ 「生涯学習に興味をもった」が２割後半となっている 

【問５で「１．知っている」と回答された方】 

問５-１ 生涯学習情報紙「ＷａＫｕＷａＫｕおおた（わくわくおおた）」を読みどのように感じまし

たか。（○は１つ） 

図表２－21 生涯学習情報紙「ＷａＫｕＷａＫｕおおた」について 

 

生涯学習情報誌「ＷａＫｕＷａＫｕおおた」を知っている人に読んだ感想を聞いたところ、「生涯学

習に興味をもった」が28.6％、「掲載のイベント、講座やサークル等に参加した」が19.0％などとなっ

ている。（図表２－21）  

n=21

生涯学習に

興味をもった

28.6%

掲載のイベント、

講座やサークル

等に参加した
19.0%

興味がある記事

はなかった
19.0%

その他

28.6%

無回答 4.8%
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３ 公共交通機関・耐震改修について 

（１）公共交通機関の環境 

◎ 「とても利用しやすい」が４割後半となっている 

問６ 自宅の近くにバス停や駅があるなど、公共交通機関が利用しやすい環境ですか。（○は１つ） 

図表３－１ 公共交通機関の環境 

 

自宅の近くの公共交通機関の環境について聞いたところ、「とても利用しやすい」が47.1％で最も高

く、次いで、「まあまあ利用しやすい」（43.7％）、「あまり利用しやすくない」（5.3％）、「不便である」

（2.5％）となっている。（図表３－１）  

n=797

とても利用

しやすい
47.1%まあまあ利用

しやすい
43.7%

あまり利用しや

すくない
5.3%

不便である

2.5%

無回答 1.5%
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図表３－２ 公共交通機関の環境（性別・性／年代別・地域別） 

 

公共交通機関の環境について、性別でみると大きな差異は見られない。 

性／年代別でみると、「とても利用しやすい」は男性50代、女性60代、70歳以上で５割台となって

いる。 

地域別でみると「とても利用しやすい」は調布地域で55.3％となっている。（図表３－２）  

　(％)

  全  体

男性

女性

男性10・20代

男性30代

男性40代

男性50代

男性60代

男性70歳以上

女性10・20代

女性30代

女性40代

女性50代

女性60代

女性70歳以上

大森地域

調布地域

蒲田地域

糀谷・羽田地域

地

域

別

性

別

性

／

年

代

別

と

て

も

利

用

し

や

す

い

ま

あ

ま

あ

利

用

し

や

す

い

あ

ま

り

利

用

し

や

す

く

な

い 不

便

で

あ

る

無

回

答

47.1 

44.0 

49.8 

36.4 

47.8 

39.2 

50.8 

48.1 

38.7 

40.5 

46.0 

46.8 

44.9 

56.7 

57.6 

45.2 

55.3 

43.7 

43.2 

43.7 

46.0 

41.8 

50.0 

47.8 

47.1 

46.0 

42.3 

45.3 

56.8 

47.6 

45.7 

50.0 

35.8 

27.1 

44.5 

39.5 

45.6 

46.9 

5.3 

6.5 

4.4 

13.6 

2.2 

11.8 

0.0 

7.7 

8.0 

2.7 

3.2 

3.2 

5.1 

7.5 

4.2 

5.7 

1.9 

7.4 

7.4 

2.5 

2.3 

2.7 

0.0 

2.2 

2.0 

3.2 

1.9 

2.7 

0.0 

3.2 

4.3 

0.0 

0.0 

5.9 

3.0 

1.9 

2.3 

2.5 

1.5 

1.3 

1.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

5.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

5.1 

1.5 

1.4 

0.9 

0.0 

(797)

(309)

(478)

(22)

(46)

(51)

(63)

(52)

(75)

(37)

(63)

(94)

(98)

(67)

(118)

(263)

(215)

(215)

(81)

ｎ
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（２）大田区の公共交通機関網の満足度 

◎ 「まあまあ満足している」が６割半ばで最も高くなっている 

問７ 大田区内の公共交通網に満足していますか。（○は１つ） 

図表３－３ 大田区の公共交通機網の満足度 

 

大田区の公共交通網の満足度について聞いたところ、「まあまあ満足している」が65.2％で最も高く

なっている。「とても満足している」（17.9％）と合わせた《満足している（合計）》は83.1％となって

いる。 

一方、「あまり満足していない」（12.7％）、「満足していない」（2.6％）を合わせた《満足していない

（合計）》は15.3％となっている。（図表３－３）  

n=797

とても満足

している
17.9%

まあまあ満足

している
65.2%

あまり満足

していない
12.7%

満足していない

2.6%

無回答 1.5%
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図表３－４ 大田区の公共交通機網の満足度（性別・性／年代別・地域別） 

 

 

 

大田区の公共交通網の満足度について、性別でみると大きな差異は見られない。 

性／年代別でみると「とても満足している」は男性50代が33.3％で他の年代より高くなっている。

「あまり満足していない」は男性40代が21.6％で他の年代より高くなっている。 

地域別でみると、全ての地域で《満足している（合計）》が８割台となっている。（図表３－４）  

　(％)

  全  体 83.1 15.3

男性 82.2 15.8

女性 84.3 14.9

男性10・20代 86.3 13.6

男性30代 80.4 19.5

男性40代 78.5 21.6

男性50代 87.3 12.7

男性60代 86.5 13.4

男性70歳以上 77.3 14.6

女性10・20代 94.6 5.4

女性30代 90.5 9.5

女性40代 84.0 16.0

女性50代 84.7 15.3

女性60代 86.6 13.4

女性70歳以上 77.1 19.5

大森地域 84.1 14.9

調布地域 86.0 13.1

蒲田地域 81.9 16.3

糀谷・羽田地域 81.5 18.5

地

域

別

満

足

し

て

い

る

（

合

計

）

満

足

し

て

い

な

い

（

合

計

）

性

別

性

／

年

代

別

と

て

も

満

足

し

て

い

る

ま

あ

ま

あ

満

足

し

て

い

る

あ

ま

り

満

足

し

て

い

な

い

満

足

し

て

い

な

い

無

回

答

17.9 

20.1 

16.9 

22.7 

15.2 

11.8 

33.3 

19.2 

17.3 

10.8 

17.5 

17.0 

9.2 

22.4 

22.0 

16.0 

16.7 

21.4 

18.5 

65.2 

62.1 

67.4 

63.6 

65.2 

66.7 

54.0 

67.3 

60.0 

83.8 

73.0 

67.0 

75.5 

64.2 

55.1 

68.1 

69.3 

60.5 

63.0 

12.7 

12.6 

12.6 

9.1 

13.0 

21.6 

7.9 

9.6 

13.3 

5.4 

9.5 

14.9 

12.2 

13.4 

13.6 

12.2 

9.8 

14.4 

16.0 

2.6 

3.2 

2.3 

4.5 

6.5 

0.0 

4.8 

3.8 

1.3 

0.0 

0.0 

1.1 

3.1 

0.0 

5.9 

2.7 

3.3 

1.9 

2.5 

1.5 

1.9 

0.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

8.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

3.4 

1.1 

0.9 

1.9 

0.0 

(797)

(309)

(478)

(22)

(46)

(51)

(63)

(52)

(75)

(37)

(63)

(94)

(98)

(67)

(118)

(263)

(215)

(215)

(81)

ｎ

満足している（合計） 満足していない（合計） 
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（３）大田区の公共交通への要望 

◎ 「鉄道路線の充実」が約５割で最も高くなっている 

問８ 区内の公共交通について、改善を望むものがありますか。（○はいくつでも） 

図表３－５ 大田区の公共交通への要望 

 

 

大田区の公共交通への要望について聞いたところ、「鉄道路線の充実（蒲田駅と京急蒲田駅をつなぐ

鉄道路線の新設を含む）」が51.1％で最も高く、次いで「バス路線の充実」（31.0％）、「公共交通機関

のバリアフリー化」（21.0％）などとなっている。（図表３－５）  

n=797

51.1

31.0

21.0

11.2

6.0

13.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

鉄道路線の充実（蒲田駅と京急蒲田駅をつなぐ鉄道路線の新設を含む）

バス路線の充実

公共交通機関のバリアフリー化

端末交通（タクシー等）の充実

その他

無回答
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図表３－６ 大田区の公共交通への要望（性別・性／年代別・地域別 上位4項目） 

 

 

□鉄道路線の充実（蒲

田駅と京急蒲田駅をつ

なぐ鉄道路線の新設を

含む）

□バス路線の充実 □公共交通機関のバリ

アフリー化

  ｎ

全　体 (797)

男性 (309)

女性 (478)

男性10・20代 (22)

男性30代 (46)

男性40代 (51)

男性50代 (63)

男性60代 (52)

男性70歳以上 (75)

女性10・20代 (37)

女性30代 (63)

女性40代 (94)

女性50代 (98)

女性60代 (67)

女性70歳以上 (118)

大森地域 (263)

調布地域 (215)

蒲田地域 (215)

糀谷・羽田地域 (81)

□端末交通（タクシー

等）の充実

  ｎ

全　体 (797)

男性 (309)

女性 (478)

男性10・20代 (22)

男性30代 (46)

男性40代 (51)

男性50代 (63)

男性60代 (52)

男性70歳以上 (75)

女性10・20代 (37)

女性30代 (63)

女性40代 (94)

女性50代 (98)

女性60代 (67)

女性70歳以上 (118)

大森地域 (263)

調布地域 (215)

蒲田地域 (215)

糀谷・羽田地域 (81)

地

域

別

性

別

性

／

年

代

別

地

域

別

性

別

性

／

年

代

別

51.1 

53.7 

50.0 

81.8 

58.7 

62.7 

55.6 

51.9 

36.0 

67.6 

49.2 

52.1 

54.1 

65.7 

31.4 

38.0 

56.7 

59.1 

60.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

31.0 

32.4 

29.7 

36.4 

26.1 

37.3 

25.4 

36.5 

34.7 

29.7 

34.9 

30.9 

32.7 

19.4 

29.7 

33.1 

34.9 

24.2 

28.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

21.0 

18.4 

22.4 

9.1 

17.4 

17.6 

17.5 

19.2 

22.7 

10.8 

22.2 

23.4 

18.4 

29.9 

24.6 

22.1 

21.4 

22.3 

11.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

11.2 

10.4 

11.7 

9.1 

21.7 

5.9 

6.3 

7.7 

12.0 

24.3 

17.5 

7.4 

9.2 

9.0 

11.9 

10.3 

13.0 

12.6 

7.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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大田区の公共交通機関への要望について、上位４項目を性別では大きな差異は見られない。 

性／年代別でみると、「鉄道路線の充実（蒲田駅と京急蒲田駅をつなぐ鉄道路線の新設を含む）」では

男女ともに70歳以上が３割台で他の年代より低くなっている。 

地域別でみると、「鉄道路線の充実（蒲田駅と京急蒲田駅をつなぐ鉄道路線の新設を含む）」では大森

地域が38.0％となっている。（図表３－６）  
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（４）住まいや所有建築物の耐震改修状況 

◎ 「行った」は２割半ばとなっている 

問９ あなたは、現在のお住まいや所有している建物の耐震改修を行いましたか。（○は１つ） 

図表３－７ 住まいや所有建築物の耐震改修状況 

 

住まいや所有建築物の耐震改修状況を聞いたところ、「行った」が24.3％、「現在、耐震改修を予定

している」が2.5％、「行っていない」が67.6％となっている。（図表３－７）  

n=797

行った
24.3%

現在、耐震改修

を予定している
2.5%

行っていない

67.6%

無回答 5.5%
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図表３－８ 住まいや所有建築物の耐震改修状況（性別・性／年代別・地域別） 

 

住まいや所有建築物の耐震改修状況について、性別でみると大きな差異は見られない。 

性／年代別でみると「行った」は女性50代で30.6％と他の年代より高くなっている。 

地域別でみると、全ての地域で「行った」が２割台となっている。（図表３－８）  

　(％)

  全  体

男性

女性

男性10・20代

男性30代

男性40代

男性50代

男性60代

男性70歳以上

女性10・20代

女性30代

女性40代

女性50代

女性60代

女性70歳以上

大森地域

調布地域

蒲田地域

糀谷・羽田地域

性

別

性

／

年

代

別

地

域

別

行
っ

た

現

在
、

耐

震

改

修

を

予

定

し

て

い

る

行
っ

て

い

な

い

無

回

答

24.3 

21.4 

26.8 

27.3 

21.7 

17.6 

14.3 

25.0 

25.3 

29.7 

20.6 

24.5 

30.6 

26.9 

28.0 

23.6 

26.5 

24.7 

23.5 

2.5 

1.3 

3.3 

0.0 

4.3 

2.0 

1.6 

0.0 

0.0 

0.0 

4.8 

3.2 

2.0 

3.0 

5.1 

3.0 

1.9 

2.8 

2.5 

67.6 

72.8 

64.4 

68.2 

71.7 

80.4 

81.0 

67.3 

66.7 

62.2 

69.8 

68.1 

64.3 

65.7 

58.5 

69.6 

64.2 

68.4 

69.1 

5.5 

4.5 

5.4 

4.5 

2.2 

0.0 

3.2 

7.7 

8.0 

8.1 

4.8 

4.3 

3.1 

4.5 

8.5 

3.8 

7.4 

4.2 

4.9 

(797)

(309)

(478)

(22)

(46)

(51)

(63)

(52)

(75)

(37)

(63)

(94)

(98)

(67)

(118)

(263)

(215)

(215)

(81)

ｎ
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（５）耐震改修を行わない理由 

◎ 「建物は耐震性を備えており、改修は必要ないと判断している」が約４割で最も高くなっている 

【問９で「３．行っていない」と回答された方】 

問９-１ 耐震改修を行っていない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

図表３－９ 耐震改修を行わない理由 

 

 

建物の耐震改修を行っていない人にその理由を聞いたところ、「建物は耐震性を備えており、改修は

必要ないと判断している」が41.4％で最も高く、次いで、「改修工事を行う費用がない」（19.5％）、「方

法、手段がわからない」（13.2％）となっている。（図表３－９）  

n=539

41.4

19.5

13.2

10.8

7.4

6.1

3.2

22.4

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

建物は耐震性を備えており、改修は必要ないと判断している

改修工事を行う費用がない

方法、手段がわからない

工法や費用が適切かわからない

所有者が複数いるため、合意を得るのが難しい

工事を行うと生活に支障が生じる

助成金申請の手続きが煩雑である

その他

無回答
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図表３－10 耐震改修を行わない理由（性別・性／年代別・地域別 上位６項目） 

 

□建物は耐震性を備え

ており、改修は必要な

いと判断している

□改修工事を行う費用

がない

□方法、手段がわから

ない

  ｎ

全　体 (539)

男性 (225)

女性 (308)

男性10・20代 (15)

男性30代 (33)

男性40代 (41)

男性50代 (51)

男性60代 (35)

男性70歳以上 (50)

女性10・20代 (23)

女性30代 (44)

女性40代 (64)

女性50代 (63)

女性60代 (44)

女性70歳以上 (69)

大森地域 (183)

調布地域 (138)

蒲田地域 (147)

糀谷・羽田地域 (56)

□工法や費用が適切か

わからない

□所有者が複数いるた

め、合意を得るのが難

しい

□工事を行うと生活に

支障が生じる

  ｎ

全　体 (539)

男性 (225)

女性 (308)

男性10・20代 (15)

男性30代 (33)

男性40代 (41)

男性50代 (51)

男性60代 (35)

男性70歳以上 (50)

女性10・20代 (23)

女性30代 (44)

女性40代 (64)

女性50代 (63)

女性60代 (44)

女性70歳以上 (69)

大森地域 (183)

調布地域 (138)

蒲田地域 (147)

糀谷・羽田地域 (56)

地

域

別

性

別

性

／

年

代

別

地

域

別

性

別

性

／

年

代

別

41.4 

42.2 

41.2 

40.0 

48.5 

48.8 

43.1 

34.3 

38.0 

17.4 

45.5 

48.4 

47.6 

50.0 

29.0 

36.1 

48.6 

44.2 

39.3 

0% 20% 40% 60% 80%

19.5 

16.9 

20.5 

0.0 

3.0 

24.4 

13.7 

20.0 

26.0 

17.4 

13.6 

21.9 

17.5 

13.6 

31.9 

21.3 

18.1 

15.6 

21.4 

0% 20% 40% 60% 80%

13.2 

13.3 

12.7 

20.0 

9.1 

17.1 

7.8 

20.0 

12.0 

30.4 

18.2 

14.1 

11.1 

4.5 

8.7 

14.8 

12.3 

10.2 

16.1 

0% 20% 40% 60% 80%

10.8 

9.8 

11.0 

6.7 

3.0 

9.8 

7.8 

2.9 

22.0 

0.0 

4.5 

12.5 

6.3 

11.4 

21.7 

13.7 

9.4 

8.2 

8.9 

0% 20% 40% 60% 80%

7.4 

7.1 

7.8 

6.7 

9.1 

4.9 

9.8 

8.6 

4.0 

8.7 

4.5 

14.1 

6.3 

9.1 

4.3 

8.7 

8.0 

4.8 

7.1 

0% 20% 40% 60% 80%

6.1 

5.8 

6.2 

0.0 

0.0 

4.9 

5.9 

14.3 

6.0 

0.0 

2.3 

6.3 

3.2 

4.5 

14.5 

5.5 

5.1 

8.2 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80%
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耐震改修を行わない理由について、上位６項目を性別でみると「建物は耐震性を備えており、改修は

必要ないと判断している」では男女ともに４割台で大きな差異は見られない。 

性／年代別でみると「工法や費用が適切かわからない」は男女ともに70歳以上が２割台で他の年代

より高くなっている。 

地域別でみると、「建物は耐震性を備えており、改修は必要ないと判断している」では調布地域、蒲

田地域が４割台となっている。（図表３－10）  
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（６）耐震改修の助成制度について 

◎ 「知らなかった」が６割後半となっている 

問 10 大田区は昭和56年５月31日以前に新築着工した建物を耐震改修する場合、経費の一部を負担

する助成制度を設けています。助成制度があることをご存知でしたか。（○は１つ） 

図表３-11 耐震改修の助成制度について 

 

耐震改修の助成制度について聞いたところ、「助成制度を利用した」が2.4％、「助成制度を知ってい

る」が23.3％、「知らなかった」が68.6％となっている。（図表３－11）  

n=797 助成制度を

利用した
2.4%

助成制度を

知っている
23.3%

知らなかった

68.6%

無回答 5.6%
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図表３-12 耐震改修の助成制度について（性別・性／年代別・地域別） 

 

耐震改修の助成制度について、性別でみると大きな差異は見られない。 

性／年代別でみると「助成制度を知っている」は男性70歳以上、女性60代、70歳以上が３割台で

他の年代より高くなっている。 

地域別でみると、大きな差異は見られない。（図表３－12）  

　(％)

  全  体

男性

女性

男性10・20代

男性30代

男性40代

男性50代

男性60代

男性70歳以上

女性10・20代

女性30代

女性40代

女性50代

女性60代

女性70歳以上

大森地域

調布地域

蒲田地域

糀谷・羽田地域

性

別

性

／

年

代

別

地

域

別

助

成

制

度

を

利

用

し

た

助

成

制

度

を

知
っ

て

い

る

知

ら

な

か
っ

た

無

回

答

2.4 

1.9 

2.7 

0.0 

4.3 

2.0 

0.0 

1.9 

2.7 

0.0 

1.6 

1.1 

4.1 

4.5 

3.4 

2.3 

0.9 

3.3 

4.9 

23.3 

20.4 

24.9 

4.5 

13.0 

11.8 

22.2 

21.2 

33.3 

2.7 

15.9 

21.3 

20.4 

38.8 

35.6 

23.2 

24.7 

24.2 

18.5 

68.6 

72.5 

66.9 

95.5 

82.6 

82.4 

76.2 

71.2 

50.7 

97.3 

81.0 

75.5 

72.4 

55.2 

44.9 

69.2 

68.4 

68.4 

71.6 

5.6 

5.2 

5.4 

0.0 

0.0 

3.9 

1.6 

5.8 

13.3 

0.0 

1.6 

2.1 

3.1 

1.5 

16.1 

5.3 

6.0 

4.2 

4.9 

(797)

(309)

(478)

(22)

(46)

(51)

(63)

(52)

(75)

(37)

(63)

(94)

(98)

(67)

(118)

(263)

(215)

(215)

(81)

ｎ
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４ 自転車の利用について 

（１）大田区内でのコミュニティサイクル運営の認知度 

◎ 「知っている」は３割半ば 

問 11 あなたは大田区内で「コミュニティサイクル」が運営されていることを知っていますか。 

（○は１つ） 

図表４－１ 大田区内でのコミュニティサイクル運営の認知度 

 

大田区内でのコミュニティサイクル運営されていることを知っているか聞いたところ、「知っている」

が36.5％、「知らない」が62.2％となっている。（図表４－１）  

n=797

知っている

36.5%

知らない

62.2%

無回答 1.3%
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図表４－２ 大田区内でのコミュニティサイクル運営の認知度（性別・性／年代別・地域別） 

 

大田区内でのコミュニティサイクル運営の認知度について、性別でみると「知っている」は男性

（31.1％）、女性（40.4％）と、女性が男性を9.3ポイント上回っている。 

性／年代別でみると、「知っている」は男性では30代が47.8％、女性では30代が47.6％でそれぞれ

最も高く、40代～70歳以上の全ての年代で女性が男性を上回っている。 

地域別でみると、「知っている」は大森地域、糀谷・羽田地域で４割台となっている。（図表４－２） 

  

　(％)

  全  体

男性

女性

男性10・20代

男性30代

男性40代

男性50代

男性60代

男性70歳以上

女性10・20代

女性30代

女性40代

女性50代

女性60代

女性70歳以上

大森地域

調布地域

蒲田地域

糀谷・羽田地域

性

別

性

／

年

代

別

地

域

別

知
っ

て

い

る

知

ら

な

い

無

回

答

36.5 

31.1 

40.4 

27.3 

47.8 

23.5 

31.7 

21.2 

33.3 

18.9 

47.6 

44.7 

39.8 

43.3 

39.0 

44.5 

22.8 

38.6 

44.4 

62.2 

68.3 

58.4 

72.7 

52.2 

76.5 

68.3 

78.8 

64.0 

81.1 

52.4 

55.3 

60.2 

56.7 

55.9 

53.6 

76.3 

61.4 

54.3 

1.3 

0.6 

1.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

5.1 

1.9 

0.9 

0.0 

1.2 

(797)

(309)

(478)

(22)

(46)

(51)

(63)

(52)

(75)

(37)

(63)

(94)

(98)

(67)

(118)

(263)

(215)

(215)

(81)

ｎ
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（２）コミュニティサイクルの利用の有無 

◎ 「利用したことはなく、今後も利用する予定はない」が５割半ばで最も高くなっている 

【問11で「１．知っている」と回答された方】 

問 11-１ あなたはコミュニティサイクルを利用したことがありますか。（○は１つ） 

図表４－３ コミュニティサイクルの利用の有無 

 

大田区内でコミュニティサイクルが運営されていることを知っている人に、利用したことがあるか聞

いたところ、「大田区のコミュニティサイクルを利用したことがある」が6.5％、「大田区では利用した

ことはないが、大田区以外のコミュニティサイクルを利用したことがある」が4.5％、「利用したこと

はないが、今後利用してみたい」が32.3％、「利用したことはなく、今後も利用する予定はない」が56.0％

となっている。（図表４－３）  

n=291 大田区のコミュニ

ティサイクルを利用

したことがある
6.5%

大田区では利用し

たことはないが、大

田区以外のコミュニ
ティサイクルを利用

したことがある
4.5%

利用したことはない

が、今後利用して

みたい
32.3%

利用したことはな

く、今後も利用する

予定はない
56.0%

無回答 0.7%
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図表４－４ コミュニティサイクルの利用の有無（性別・性／年代別・地域別） 

 

コミュニティサイクルの利用の有無について、性別でみると「大田区のコミュニティサイクルを利用

したことがある」は男性（12.5％）、女性（3.1％）と、男性が女性を9.4ポイント上回っている。 

（図表４－４）  

　(％)

  全  体

男性

女性

男性10・20代

男性30代

男性40代

男性50代

男性60代

男性70歳以上

女性10・20代

女性30代

女性40代

女性50代

女性60代

女性70歳以上

大森地域

調布地域

蒲田地域

糀谷・羽田地域

地

域

別

性

別

性

／

年

代

別

大

田

区

の

コ

ミ
ュ

ニ

テ
ィ

サ

イ

ク

ル

を

利

用

し

た

こ

と

が

あ

る

大

田

区

で

は

利

用

し

た

こ

と

は

な

い

が

、

大

田

区

以

外

の

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

サ

イ

ク

ル

を

利

用

し

た

こ

と

が

あ

る

利

用

し

た

こ

と

は

な

い

が
、

今

後

利

用

し

て

み

た

い 利

用

し

た

こ

と

は

な

く
、

今

後

も

利

用

す

る

予

定

は

な

い

無

回

答

6.5 

12.5 

3.1 

66.7 

18.2 

0.0 

10.0 

9.1 

4.0 

14.3 

3.3 

2.4 

2.6 

3.4 

2.2 

5.1 

6.1 

10.8 

2.8 

4.5 

3.1 

5.2 

0.0 

9.1 

0.0 

5.0 

0.0 

0.0 

14.3 

10.0 

4.8 

7.7 

0.0 

2.2 

6.0 

8.2 

1.2 

2.8 

32.3 

32.3 

32.6 

16.7 

40.9 

50.0 

40.0 

36.4 

12.0 

28.6 

46.7 

47.6 

25.6 

27.6 

19.6 

29.9 

30.6 

34.9 

33.3 

56.0 

52.1 

58.0 

16.7 

31.8 

50.0 

45.0 

54.5 

84.0 

42.9 

40.0 

45.2 

64.1 

69.0 

71.7 

58.1 

55.1 

51.8 

61.1 

0.7 

0.0 

1.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

4.3 

0.9 

0.0 

1.2 

0.0 

(291)

(96)

(193)

(6)

(22)

(12)

(20)

(11)

(25)

(7)

(30)

(42)

(39)

(29)

(46)

(117)

(49)

(83)

(36)

ｎ
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（３）コミュニティサイクルの利用目的 

◎ 「買い物、飲食」が３割後半で最も高くなっている 

【問11-１で「１」または「２」と回答された方】 

問 11-１-１ コミュニティサイクルの利用目的は何ですか。（○はいくつでも） 

図表４－５ コミュニティサイクルの利用目的 

 

 

コミュニティサイクルを利用したことがある人に利用目的を聞いたところ、「買い物、飲食」が37.5％

で最も高く、次いで、「観光、レジャー」（34.4％）、「仕事・通勤、通学」（34.4％）などとなっている。

（図表４－５）  

n=32

37.5

34.4

34.4

15.6

0.0

0% 10% 20% 30% 40%

買い物、飲食

観光、レジャー

仕事・通勤、通学

その他

無回答
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（４）コミュニティサイクルを利用しない理由 

◎ 「自分の自転車を利用している」が５割後半で最も高くなっている 

【問11-１で「３」または「４」と回答された方】 

問 11-１-２ コミュニティサイクルを利用しない（利用したことがない）理由を教えてください。 

（○はいくつでも） 

図表４－６ コミュニティサイクルを利用しない理由 

 

 

コミュニティサイクルを利用したことがない人にその理由を聞いたところ、「自分の自転車を利用し

ている」が58.4％で最も高く、次いで、「必要と感じない」（25.7％）、「設置場所が少ない」（15.2％）

などとなっている。（図表４－６）  

n=257

58.4

25.7

15.2

10.5

6.2

7.8

9.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自分の自転車を利用している

必要と感じない

設置場所が少ない

利用方法が複雑である

利用料金が高い

その他

無回答
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図表４－７ コミュニティサイクルを利用しない理由（性別・性／年代別・地域別 上位５項目） 

 

 

コミュニティサイクルを利用しない理由について、上位５項目を性別でみると大きな差異は見られな

い。 

地域別でみると、「自分の自転車を利用している」では大森地域、糀谷・羽田地域で６割台となって

いる。「必要と感じない」では調布地域が40.5％となっている。（図表４－７）  

□自分の自転車を利用

している

□必要と感じない □設置場所が少ない

  ｎ

全　体 (257)

男性 (81)

女性 (175)

男性10・20代 (2)

男性30代 (16)

男性40代 (12)

男性50代 (17)

男性60代 (10)

男性70歳以上 (24)

女性10・20代 (5)

女性30代 (26)

女性40代 (39)

女性50代 (35)

女性60代 (28)

女性70歳以上 (42)

大森地域 (103)

調布地域 (42)

蒲田地域 (72)

糀谷・羽田地域 (34)

□利用方法が複雑であ

る

□利用料金が高い

  ｎ

全　体 (257)

男性 (81)

女性 (175)

男性10・20代 (2)

男性30代 (16)

男性40代 (12)

男性50代 (17)

男性60代 (10)

男性70歳以上 (24)

女性10・20代 (5)

女性30代 (26)

女性40代 (39)

女性50代 (35)

女性60代 (28)

女性70歳以上 (42)

大森地域 (103)

調布地域 (42)

蒲田地域 (72)

糀谷・羽田地域 (34)

地

域

別

性

別

性

／

年

代

別

地

域

別

性

別

性

／

年

代

別

58.4 

54.3 

60.0 

100.0 

31.3 

50.0 

58.8 

60.0 

62.5 

80.0 

65.4 

74.4 

65.7 

57.1 

38.1 

65.0 

42.9 

55.6 

64.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

25.7 

27.2 

25.1 

50.0 

18.8 

33.3 

29.4 

20.0 

29.2 

0.0 

19.2 

10.3 

31.4 

28.6 

38.1 

20.4 

40.5 

29.2 

20.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15.2 

13.6 

16.0 

0.0 

31.3 

8.3 

11.8 

20.0 

4.2 

20.0 

19.2 

23.1 

14.3 

14.3 

9.5 

14.6 

23.8 

11.1 

17.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10.5 

8.6 

11.4 

50.0 

6.3 

8.3 

11.8 

10.0 

4.2 

0.0 

11.5 

12.8 

8.6 

21.4 

7.1 

10.7 

7.1 

11.1 

14.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6.2 

7.4 

5.7 

50.0 

0.0 

8.3 

23.5 

0.0 

0.0 

0.0 

3.8 

7.7 

11.4 

3.6 

2.4 

6.8 

7.1 

4.2 

8.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（５）自転車の利用について 

◎ 「よく使う」は約４割となっている 

問 12 あなたは、普段から自転車を使いますか。（○は１つ） 

図表４－８ 自転車の利用について 

 

自転車の利用について聞いたところ、「よく使う」が39.1％、「たまに使う」が24.2％、「全く使わな

い」が33.9％となっている。（図表４－８）  

n=797

よく使う

39.1%

たまに使う

24.2%

全く使わない

33.9%

無回答 2.8%
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図表４－９ 自転車の利用について（性別・性／年代別・地域別） 

 

 

  

　(％)

  全  体

男性

女性

男性10・20代

男性30代

男性40代

男性50代

男性60代

男性70歳以上

女性10・20代

女性30代

女性40代

女性50代

女性60代

女性70歳以上

大森地域

調布地域

蒲田地域

糀谷・羽田地域

性

別

性

／
年

代
別

地

域
別

よ

く

使
う

た

ま

に
使

う

全

く

使
わ

な
い

無

回

答

39.1 

32.7 

43.3 

22.7 

37.0 

23.5 

30.2 

38.5 

37.3 

45.9 

52.4 

54.3 

45.9 

46.3 

25.4 

44.9 

25.6 

40.9 

58.0 

24.2 

33.0 

19.0 

40.9 

32.6 

35.3 

38.1 

28.8 

28.0 

18.9 

15.9 

26.6 

22.4 

16.4 

13.6 

20.9 

28.4 

24.2 

21.0 

33.9 

33.0 

34.5 

36.4 

30.4 

37.3 

31.7 

32.7 

32.0 

32.4 

31.7 

17.0 

31.6 

35.8 

51.7 

31.6 

43.3 

32.1 

21.0 

2.8 

1.3 

3.1 

0.0 

0.0 

3.9 

0.0 

0.0 

2.7 

2.7 

0.0 

2.1 

0.0 

1.5 

9.3 

2.7 

2.8 

2.8 

0.0 

(797)

(309)

(478)

(22)

(46)

(51)

(63)

(52)

(75)

(37)

(63)

(94)

(98)

(67)

(118)

(263)

(215)

(215)

(81)

ｎ
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自転車の利用について、性別でみると「よく使う」は男性（32.7％）、女性（43.3％）と、女性が男

性を10.6ポイント上回っている。「たまに使う」は男性（33.0％）、女性（19.0％）と、男性が女性を

14.0ポイント上回っている。 

性／年代別でみると、「よく使う」では女性30代、40代が５割台と高く、70歳以上を除く全ての年

代で女性が男性を上回っている。 

地域別でみると、「よく使う」は糀谷・羽田地域が58.0％となっている。（図表４－９）  
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（６）自転車を盗まれた経験 

◎ 「盗まれたことがある」は３割後半 

【問12で「１」または「２」と回答された方】 

問 13 あなたは、過去に自転車を盗まれたことがありますか。（○は１つ） 

図表４－10 自転車を盗まれた経験 

 

自転車を使う人に自転車を盗まれた経験を聞いたところ、「盗まれたことがある」が38.8％、「盗ま

れたことがない」が60.2％となっている。（図表４－10）  

n=505

盗まれたことが

ある
38.8%

盗まれたこと

がない
60.2%

無回答 1.0%
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図表４－11 自転車を盗まれた経験（性別・性／年代別・地域別） 

 

自転車を盗まれた経験について、性別でみると「盗まれたことがある」は男性（45.3％）、女性（34.2％）

と、男性が女性を11.1ポイント上回っている。 

性／年代別でみると、「盗まれたことがある」は男性30代、40代が５割台と他の年代より高くなっ

ている。（図表４－11）  

　(％)

  全  体

男性

女性

男性10・20代

男性30代

男性40代

男性50代

男性60代

男性70歳以上

女性10・20代

女性30代

女性40代

女性50代

女性60代

女性70歳以上

大森地域

調布地域

蒲田地域

糀谷・羽田地域

性

別

性
／

年

代
別

地
域

別

盗

ま

れ
た

こ

と

が

あ
る

盗

ま

れ
た

こ

と

が

な
い

無

回

答

38.8 

45.3 

34.2 

14.3 

53.1 

50.0 

41.9 

48.6 

46.9 

33.3 

25.6 

28.9 

43.3 

35.7 

37.0 

37.6 

35.3 

46.4 

31.3 

60.2 

54.2 

64.4 

85.7 

46.9 

50.0 

55.8 

51.4 

53.1 

66.7 

72.1 

71.1 

55.2 

64.3 

58.7 

62.4 

63.8 

52.9 

64.1 

1.0 

0.5 

1.3 

0.0 

0.0 

0.0 

2.3 

0.0 

0.0 

0.0 

2.3 

0.0 

1.5 

0.0 

4.3 

0.0 

0.9 

0.7 

4.7 

(505)

(203)

(298)

(14)

(32)

(30)

(43)

(35)

(49)

(24)

(43)

(76)

(67)

(42)

(46)

(173)

(116)

(140)

(64)

ｎ
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（７）自転車の鍵をかけるかについて 

◎ 「必ず鍵をかける」が８割半ばとなっている 

【問12で「１」または「２」と回答された方】 

問 14 あなたは、普段自転車から降りた後、鍵をかけますか。（○は１つ） 

図表４－12 自転車の鍵をかけるかについて 

 

自転車を使う人に自転車の鍵をかけるかについて聞いたところ、「必ず鍵をかける」が85.1％、「鍵

をかけないときもある」が13.7％、「いつも鍵をかけない」が1.0％となっている。（図表４－12） 

  

n=505

必ず鍵を

かける
85.1%

鍵をかけない

ときもある
13.7%

いつも鍵を

かけない
1.0%

無回答 0.2%



 

67 

 

図表４－13 自転車の鍵をかけるかについて（性別・性／年代別・地域別） 

 

自転車の鍵をかけるかについて、性別でみると「必ず鍵をかける」が男女ともに８割半ばと大きな差

異は見られない。 

地域別でみると、全ての地域で「必ず鍵をかける」が８割台となっている。（図表４－13）  

　(％)

  全  体

男性

女性

男性10・20代

男性30代

男性40代

男性50代

男性60代

男性70歳以上

女性10・20代

女性30代

女性40代

女性50代

女性60代

女性70歳以上

大森地域

調布地域

蒲田地域

糀谷・羽田地域

性

別

性

／
年

代
別

地

域
別

必

ず

鍵
を

か
け

る 鍵

を

か
け

な
い

と

き

も
あ

る

い

つ

も
鍵

を
か

け

な

い

無

回

答

85.1 

84.2 

85.9 

71.4 

84.4 

83.3 

88.4 

82.9 

85.7 

83.3 

86.0 

88.2 

89.6 

83.3 

80.4 

83.8 

85.3 

87.1 

85.9 

13.7 

14.3 

13.1 

28.6 

15.6 

16.7 

9.3 

14.3 

12.2 

16.7 

14.0 

10.5 

9.0 

16.7 

17.4 

15.6 

12.1 

11.4 

14.1 

1.0 

1.5 

0.7 

0.0 

0.0 

0.0 

2.3 

2.9 

2.0 

0.0 

0.0 

1.3 

0.0 

0.0 

2.2 

0.6 

1.7 

1.4 

0.0 

0.2 

0.0 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

1.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.9 

0.0 

0.0 

(505)

(203)

(298)

(14)

(32)

(30)

(43)

(35)

(49)

(24)

(43)

(76)

(67)

(42)

(46)

(173)

(116)

(140)

(64)

ｎ
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（８）自転車に鍵をかけない時は、どのような時か 

◎ 「自宅に駐輪するとき」が約７割と最も高くなっている 

【問14で「２．鍵をかけないときもある」と回答された方】 

問 14-１ あなたが自転車に鍵をかけないのは、どのような場所ですか。（○はいくつでも） 

図表４－14 自転車に鍵をかけない時は、どのような時か 

 

 

自転車に鍵をかけないときもある人に鍵をかけない時は、どのような時か聞いたところ、「自宅に駐

輪するとき」が71.0％で最も高く、次いで、「特に場所は気にしない」が27.5％、「自転車駐輪場に駐

輪するとき」が7.2％となっている。（図表４－14）  

n=69

71.0

27.5

7.2

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自宅に駐輪するとき

特に場所は気にしない

自転車駐輪場に駐輪するとき

無回答
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（９）駅周辺の駐輪場の数について 

◎ 「足りていない」が６割後半となっている 

【問12で「１」または「２」と回答された方】 

問 15 駅周辺の自転車駐輪場の数は、足りていると感じますか。（○は１つ） 

図表４－15 駅周辺の駐輪場の数について 

 

自転車を使う人に駅周辺の駐輪場の数について聞いたところ、「足りている」が28.3％、「足りてい

ない」が68.1％となっている。（図表４-15）  

n=505

足りている

28.3%

足りていない

68.1%

無回答 3.6%
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図表４－16 駅周辺の駐輪場の数について（性別・性／年代別・地域別） 

 

駅周辺の駐輪場の数について、地域別でみると「足りている」は大森地域、調布地域で２割台、蒲田

地域、糀谷・羽田地域で３割台となっている。（図表４－16）  

　(％)

  全  体

男性

女性

男性10・20代

男性30代

男性40代

男性50代

男性60代

男性70歳以上

女性10・20代

女性30代

女性40代

女性50代

女性60代

女性70歳以上

大森地域

調布地域

蒲田地域

糀谷・羽田地域

性

別

性

／

年

代

別

地

域

別

足

り

て

い

る

足

り

て

い

な

い

無

回

答

28.3 

32.0 

26.2 

42.9 

28.1 

16.7 

41.9 

40.0 

26.5 

29.2 

34.9 

18.4 

28.4 

31.0 

21.7 

27.2 

20.7 

33.6 

34.4 

68.1 

65.5 

69.8 

57.1 

68.8 

83.3 

58.1 

60.0 

65.3 

62.5 

62.8 

81.6 

68.7 

61.9 

69.6 

70.5 

73.3 

64.3 

60.9 

3.6 

2.5 

4.0 

0.0 

3.1 

0.0 

0.0 

0.0 

8.2 

8.3 

2.3 

0.0 

3.0 

7.1 

8.7 

2.3 

6.0 

2.1 

4.7 

(505)

(203)

(298)

(14)

(32)

(30)

(43)

(35)

(49)

(24)

(43)

(76)

(67)

(42)

(46)

(173)

(116)

(140)

(64)

ｎ
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（10）駐輪場が不足していると感じる駅 

◎ 「蒲田」が約５割で最も高くなっている 

【問15で「２．足りていない」と回答された方】 

問 15-１ 何駅周辺で不足していると感じますか。（最大３つまでご記入ください） 

図表４－17 駐輪場が不足していると感じる駅 

 

駐輪場が足りていないと回答した人に不足していると感じる駅を最大３つまで聞いたところ、「蒲田（ＪＲ、

京急）」が49.1％で最も高く、次いで、「大森」（21.5％）、「西馬込」（10.2％）となっている。（図表４－17） 

  

n=344

49.1

21.5

10.2

9.9

6.7

4.7

4.4

4.1

3.5

3.2

2.9

2.9

26.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

蒲田（ＪＲ、京急）

大森

西馬込

池上

大鳥居

雪が谷大塚

久が原

糀谷

馬込

御嶽山

鵜の木

長原

その他
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（11）駐輪場の利用について 

◎ 「利用する」が約７割となっている 

【問12で「１」または「２」と回答された方】 

問 16 買い物や飲食のために駅まで使った自転車は、駐輪場を利用していますか。（○は１つ） 

図表４－18 駐輪場の利用について 

 

自転車を使う人に駐輪場の利用について聞いたところ、「利用する」が71.5％、「利用しない」が26.3％

となっている。（図表４－18）  

n=505

利用する

71.5%

利用しない

26.3%

無回答 2.2%
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図表４－19 駐輪場の利用について（性別・性／年代別・地域別） 

 

駐輪場の利用について、性別でみると「利用する」は男性（66.0％）、女性（75.2％）と、女性が男

性を9.2ポイント上回っている。 

地域別でみると、「利用する」は蒲田地域が82.9％となっている。（図表４－19）  

　(％)

  全  体

男性

女性

男性10・20代

男性30代

男性40代

男性50代

男性60代

男性70歳以上

女性10・20代

女性30代

女性40代

女性50代

女性60代

女性70歳以上

大森地域

調布地域

蒲田地域

糀谷・羽田地域

性

別

性
／

年

代
別

地
域

別

利

用

す
る

利

用

し
な

い

無

回

答

71.5 

66.0 

75.2 

64.3 

53.1 

66.7 

67.4 

77.1 

65.3 

66.7 

79.1 

72.4 

82.1 

73.8 

71.7 

76.9 

51.7 

82.9 

71.9 

26.3 

32.5 

22.1 

28.6 

46.9 

33.3 

30.2 

22.9 

32.7 

29.2 

18.6 

27.6 

16.4 

21.4 

21.7 

21.4 

44.8 

15.0 

28.1 

2.2 

1.5 

2.7 

7.1 

0.0 

0.0 

2.3 

0.0 

2.0 

4.2 

2.3 

0.0 

1.5 

4.8 

6.5 

1.7 

3.4 

2.1 

0.0 

(505)

(203)

(298)

(14)

(32)

(30)

(43)

(35)

(49)

(24)

(43)

(76)

(67)

(42)

(46)

(173)

(116)

(140)

(64)

ｎ
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（12）駐輪場を利用しない理由 

◎ 「短時間駐輪のため」が４割後半で最も高くなっている 

【問16で「２．利用しない」と回答された方】 

問 16-１ あなたが利用しない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

図表４－20 駐輪場を利用しない理由 

 

駐輪場を利用しない人にその理由を聞いたところ、「短時間駐輪のため」が48.9％で最も高く、次い

で、「駐輪場に空きがない」（36.8％）、「駐輪場自体がない」（35.3％）などとなっている。（図表４－20）  

n=133

48.9

36.8

35.3

21.1

5.3

7.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

短時間駐輪のため

駐輪場に空きがない

駐輪場自体がない

利用料がかかる

路上においても撤去されにくいため

無回答
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５ 食品ロス・フードドライブについて 

（１）食生活の中で「もったいない」と意識したとき 

◎ 「期限切れ等で食べずに捨ててしまうとき」が７割半ばで最も高くなっている 

問 17 あなたは、食生活の中で「もったいない」と意識したことがあるのはどんなときですか。 

（○はいくつでも） 

図表５－１ 食生活の中で「もったいない」と意識したとき 

 

 

食生活の中で「もったいない」と意識したときを聞いたところ、「期限切れ等で食べずに捨ててしま

うとき」が76.4％で最も高く、次いで、「レストラン等で他の人の食べ残したものを見たとき」（42.4％）、

「あなた又はあなたの家族等が食べ残したものを見たとき」（28.9％）などとなっている。（図表５－１）  

n=797

76.4

42.4

28.9

25.0

4.3

2.9

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

期限切れ等で食べずに捨ててしまうとき

レストラン等で他人の食べ残したものを見たとき

あなた又はあなたの家族等が食べ残したものを見たとき

ごみ（特に生ごみ）を捨てるとき

その他

意識したことはない

無回答
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図表５－２ 食生活の中で「もったいない」と意識したとき（性別・性／年代別・地域別 上位４項目） 

 

□期限切れ等で食べず

に捨ててしまうとき

□レストラン等で他人

の食べ残したものを見

たとき

□あなた又はあなたの

家族等が食べ残したも

のを見たとき

  ｎ

全　体 (797)

男性 (309)

女性 (478)

男性10・20代 (22)

男性30代 (46)

男性40代 (51)

男性50代 (63)

男性60代 (52)

男性70歳以上 (75)

女性10・20代 (37)

女性30代 (63)

女性40代 (94)

女性50代 (98)

女性60代 (67)

女性70歳以上 (118)

大森地域 (263)

調布地域 (215)

蒲田地域 (215)

糀谷・羽田地域 (81)

□ごみ（特に生ごみ）

を捨てるとき

  ｎ

全　体 (797)

男性 (309)

女性 (478)

男性10・20代 (22)

男性30代 (46)

男性40代 (51)

男性50代 (63)

男性60代 (52)

男性70歳以上 (75)

女性10・20代 (37)

女性30代 (63)

女性40代 (94)

女性50代 (98)

女性60代 (67)

女性70歳以上 (118)

大森地域 (263)

調布地域 (215)

蒲田地域 (215)

糀谷・羽田地域 (81)

地

域

別

性

別

性

／

年

代

別

地

域

別

性

別

性

／

年

代

別

76.4 

75.1 

77.4 

72.7 

76.1 

84.3 

71.4 

82.7 

66.7 

70.3 

84.1 

80.9 

78.6 

80.6 

71.2 

74.1 

80.0 

75.3 

79.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

42.4 

42.7 

42.7 

54.5 

56.5 

43.1 

57.1 

32.7 

25.3 

56.8 

44.4 

42.6 

44.9 

35.8 

39.8 

44.5 

46.5 

35.8 

43.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

28.9 

27.2 

30.3 

22.7 

34.8 

29.4 

34.9 

19.2 

21.3 

24.3 

46.0 

39.4 

29.6 

25.4 

20.3 

29.7 

28.4 

30.7 

23.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

25.0 

24.6 

25.1 

13.6 

21.7 

25.5 

19.0 

32.7 

28.0 

18.9 

23.8 

25.5 

27.6 

22.4 

27.1 

24.3 

26.5 

22.8 

27.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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食生活の中で「もったいない」と意識したときについて、上位４項目を性別でみると「期限切れ等で

食べずに捨ててしまうとき」では男女ともに７割台で大きな差異は見られない。 

性／年代別でみると、「期限切れ等で食べずに捨ててしまうとき」では男性40代、女性30代が８割

半ばとなっている。「レストラン等で他人の食べ残したものを見たとき」は男性30代、50代、女性10・

20代が５割後半となっている。「あなた又はあなたの家族等が食べ残したものを見たとき」は女性30

代が46.0％で他の年代より高くなっている。 

地域別でみると、大きな差異は見られない。（図表５－２） 
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（２）「食品ロス」の認知度 

◎ 「言葉の意味まで良く理解していた」が７割後半となっている 

問 18 あなたは、「食品ロス」という言葉をご存知ですか。（○は１つ） 

※食品ロスとは、まだ食べられるのに捨てられてしまう食品 

図表５－３ 「食品ロス」の認知度 

 

「食品ロス」について聞いたところ、「言葉の意味まで良く理解していた」が78.4％、「聞いたこと

はあるが、言葉の意味は知らなかった」が14.4％、「知らなかった」が5.5％となっている。 

（図表５－３）  

n=797

言葉の意味まで

良く理解していた
78.4%

聞いたことはある

が、言葉の意味

は知らなかった
14.4%

知らなかった

5.5%

無回答 1.6%
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図表５－４ 「食品ロス」の認知度（性別・性／年代別・地域別） 

 

「食品ロス」の認知度について、性別でみると「言葉の意味まで良く理解していた」は男女ともに７

割台と大きな差異は見られない。 

性／年代別でみると、「言葉の意味まで良く理解していた」は、男性では60代が90.4％、女性では

60代が86.6％でそれぞれ最も高くなっている。（図表５－４）  

　(％)

  全  体

男性

女性

男性10・20代

男性30代

男性40代

男性50代

男性60代

男性70歳以上

女性10・20代

女性30代

女性40代

女性50代

女性60代

女性70歳以上

大森地域

調布地域

蒲田地域

糀谷・羽田地域

性

別

性

／

年

代

別

地

域

別

言

葉

の

意

味

ま

で

良

く

理

解

し

て

い

た

聞

い

た

こ

と

は

あ

る

が
、

言

葉

の

意

味

は

知

ら

な

か
っ

た

知

ら

な

か
っ

た 無

回

答

78.4 

78.0 

79.1 

59.1 

67.4 

74.5 

88.9 

90.4 

74.7 

83.8 

79.4 

77.7 

78.6 

86.6 

74.6 

79.8 

81.9 

74.0 

79.0 

14.4 

13.3 

15.3 

9.1 

17.4 

17.6 

7.9 

9.6 

16.0 

8.1 

12.7 

20.2 

19.4 

9.0 

15.3 

12.9 

12.6 

17.7 

13.6 

5.5 

8.1 

4.0 

31.8 

15.2 

7.8 

3.2 

0.0 

6.7 

8.1 

7.9 

2.1 

2.0 

1.5 

5.1 

5.3 

4.2 

7.4 

6.2 

1.6 

0.6 

1.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

3.0 

5.1 

1.9 

1.4 

0.9 

1.2 

(797)

(309)

(478)

(22)

(46)

(51)

(63)

(52)

(75)

(37)

(63)

(94)

(98)

(67)

(118)

(263)

(215)

(215)

(81)

ｎ
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（３）「食品ロス」を減らすための取り組み 

◎ 「日頃から冷蔵庫の中などの食品の在庫を確認する」が５割後半で最も高くなっている 

問 19 あなたは、生活の中で「食品ロス」を減らすために取り組んでいることはありますか。 

（○はいくつでも） 

図表５－５ 「食品ロス」を減らすための取り組み 

 

 

食品ロスを減らすために取り組んでいることを聞いたところ、「日頃から冷蔵庫の中などの食品の在

庫を確認する」が57.8％で最も高く、次いで、「出された料理を残さず食べきる」（51.6％）、「買い物

メモの持参やばら売りの活用など、食材を買いすぎないようにする」（50.7％）などとなっている。 

（図表５－５）  

n=797

57.8

51.6

50.7

46.3

45.3

38.0

25.8

20.3

3.5

3.0

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

日頃から冷蔵庫の中などの食品の在庫を確認する

出された料理を残さず食べきる

買い物メモの持参やばら売りの活用など、

食材を買いすぎないようにする

賞味期限だけで判断せず、見た目や臭い等で食べられるか判断する

飲食店等で注文し過ぎない

料理を作り過ぎない

食べきれなかったものを他の料理に作り替える

野菜の皮や芯を料理に使うなど、食材を無駄なく使う

その他

特にない

無回答
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図表５－６ 「食品ロス」を減らすための取り組み（性別・性／年代別・地域別 上位６項目） 

 

□日頃から冷蔵庫の中

などの食品の在庫を確

認する

□出された料理を残さ

ず食べきる

□買い物メモの持参や

ばら売りの活用など、

食材を買いすぎないよ

うにする

  ｎ

全　体 (797)

男性 (309)

女性 (478)

男性10・20代 (22)

男性30代 (46)

男性40代 (51)

男性50代 (63)

男性60代 (52)

男性70歳以上 (75)

女性10・20代 (37)

女性30代 (63)

女性40代 (94)

女性50代 (98)

女性60代 (67)

女性70歳以上 (118)

大森地域 (263)

調布地域 (215)

蒲田地域 (215)

糀谷・羽田地域 (81)

□賞味期限だけで判断

せず、見た目や臭い等

で食べられるか判断す

る

□飲食店等で注文し過

ぎない

□料理を作り過ぎない

  ｎ

全　体 (797)

男性 (309)

女性 (478)

男性10・20代 (22)

男性30代 (46)

男性40代 (51)

男性50代 (63)

男性60代 (52)

男性70歳以上 (75)

女性10・20代 (37)

女性30代 (63)

女性40代 (94)

女性50代 (98)

女性60代 (67)

女性70歳以上 (118)

大森地域 (263)

調布地域 (215)

蒲田地域 (215)

糀谷・羽田地域 (81)

地

域

別

性

別

性

／

年

代

別

地

域

別

性

別

性

／

年

代

別

57.8 

48.5 

64.0 

27.3 

47.8 

47.1 

49.2 

59.6 

48.0 

48.6 

55.6 

66.0 

62.2 

76.1 

66.1 

56.3 

62.3 

56.7 

54.3 

0% 20% 40% 60% 80%

51.6 

58.6 

47.1 

63.6 

69.6 

70.6 

68.3 

46.2 

42.7 

64.9 

52.4 

52.1 

52.0 

34.3 

38.1 

49.4 

50.7 

52.6 

54.3 

0% 20% 40% 60% 80%

50.7 

44.3 

55.9 

40.9 

41.3 

45.1 

50.8 

50.0 

37.3 

45.9 

55.6 

46.8 

54.1 

68.7 

60.2 

51.3 

52.6 

48.8 

51.9 

0% 20% 40% 60% 80%

46.3 

41.7 

49.6 

27.3 

34.8 

43.1 

52.4 

51.9 

33.3 

51.4 

49.2 

61.7 

51.0 

52.2 

37.3 

48.7 

48.8 

43.3 

40.7 

0% 20% 40% 60% 80%

45.3 

41.4 

47.9 

63.6 

43.5 

45.1 

49.2 

30.8 

32.0 

54.1 

49.2 

56.4 

50.0 

47.8 

37.3 

43.3 

49.3 

44.2 

44.4 

0% 20% 40% 60% 80%

38.0 

28.8 

44.1 

22.7 

28.3 

25.5 

33.3 

30.8 

28.0 

35.1 

28.6 

38.3 

45.9 

55.2 

52.5 

36.1 

38.6 

39.1 

40.7 

0% 20% 40% 60% 80%
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「食品ロス」を減らすための取り組みについて、上位６項目を性別でみると「日頃から冷蔵庫の中な

どの食品の在庫を確認する」では男性（48.5％）、女性（64.0％）、「買い物メモの持参やばら売りの活

用など、食材を買いすぎないようにする」では男性（44.3％）、女性（55.9％）、「料理を作り過ぎない」

では男性（28.8％）、女性（44.1％）と、それぞれ女性が男性を15.5ポイント、11.6ポイント、15.3

ポイント上回っている。「出された料理を残さず食べきる」では男性（58.6％）、女性（47.1％）と、男

性が女性を11.5ポイント上回っている。 

性／年代別でみると、「日頃から冷蔵庫の中などの食品の在庫を確認する」では女性60代が76.1％

で他の年代より高くなっている。「出された料理を残さず食べきる」では、男女ともに60歳以上が低く

なっている。「買い物メモの持参やばら売りの活用など、食材を買いすぎないようにする」は女性60代

が68.7％で他の年代より高くなっている。（図表５－６） 
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（４）食べ残しをしないためにお店にして欲しいこと 

◎ 「小盛りメニューの導入」、「食べきれなかった料理の持ち帰り」が５割半ば 

問 20 外食をするとき、食べ残しをしないためにお店にして欲しいことは何ですか。 

（○はいくつでも） 

図表５－７ 食べ残しをしないためにお店にして欲しいこと 

 

 

食べ残しをしないためにお店にして欲しいことを聞いたところ、「小盛りメニューの導入」が54.3％

で最も高く、次いで、「食べきれなかった料理の持ち帰り」（54.1％）、「白飯などの量の調整」（40.9％）

などとなっている。（図表５－７）  

n=797

54.3

54.1

40.9

23.6

1.1

10.2

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

小盛りメニューの導入

食べきれなかった料理の持ち帰り

白飯などの量の調整

量の表示

その他

特にない

無回答
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図表５－８ 食べ残しをしないためにお店にして欲しいこと（性別・性／年代別・地域別 上位４項目） 

 

 

□小盛りメニューの導

入

□食べきれなかった料

理の持ち帰り

□白飯などの量の調整

  ｎ

全　体 (797)

男性 (309)

女性 (478)

男性10・20代 (22)

男性30代 (46)

男性40代 (51)

男性50代 (63)

男性60代 (52)

男性70歳以上 (75)

女性10・20代 (37)

女性30代 (63)

女性40代 (94)

女性50代 (98)

女性60代 (67)

女性70歳以上 (118)

大森地域 (263)

調布地域 (215)

蒲田地域 (215)

糀谷・羽田地域 (81)

□量の表示

  ｎ

全　体 (797)

男性 (309)

女性 (478)

男性10・20代 (22)

男性30代 (46)

男性40代 (51)

男性50代 (63)

男性60代 (52)

男性70歳以上 (75)

女性10・20代 (37)

女性30代 (63)

女性40代 (94)

女性50代 (98)

女性60代 (67)

女性70歳以上 (118)

大森地域 (263)

調布地域 (215)

蒲田地域 (215)

糀谷・羽田地域 (81)

地

域

別

性

別

性

／

年

代

別

地

域

別

性

別

性

／

年

代

別

54.3 

46.0 

60.5 

22.7 

32.6 

41.2 

47.6 

55.8 

56.0 

59.5 

47.6 

62.8 

62.2 

71.6 

57.6 

54.8 

54.9 

55.8 

51.9 

0% 20% 40% 60% 80%

54.1 

50.2 

57.3 

63.6 

52.2 

56.9 

65.1 

51.9 

26.7 

73.0 

55.6 

69.1 

62.2 

62.7 

37.3 

53.2 

58.1 

52.6 

51.9 

0% 20% 40% 60% 80%

40.9 

31.7 

47.3 

13.6 

34.8 

41.2 

31.7 

23.1 

34.7 

45.9 

34.9 

46.8 

50.0 

50.7 

50.8 

38.8 

46.0 

39.1 

39.5 

0% 20% 40% 60% 80%

23.6 

24.6 

23.2 

31.8 

39.1 

25.5 

22.2 

17.3 

20.0 

35.1 

30.2 

22.3 

23.5 

16.4 

20.3 

24.7 

21.9 

25.1 

21.0 

0% 20% 40% 60% 80%
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食べ残しをしないためにお店にして欲しいことについて、性別でみると「小盛メニューの導入」では

男性（46.0％）、女性（60.5％）、「白飯などの量の調整」では男性（31.7％）、女性（47.3％）と、それ

ぞれ女性が男性を14.5ポイント、15.6ポイント上回っている。 

性／年代別でみると、「小盛メニューの導入」は女性60代が71.6％で他の年代より高く、全ての年

代で女性が男性を上回っている。また、男性では年代が上がるにつれ高くなっている。「食べきれなか

った料理の持ち帰り」では男女ともに70歳以上が低くなっている。「白飯などの量の調整」では全ての

年代で女性が男性を上回っている。（図表５－８）  
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（５）「食品ロス」削減に取り組むお店の利用の希望 

◎ 「利用したいと思う」が約８割となっている 

問 21 食品ロス削減に取り組む飲食店や食料品小売店等の情報があれば、そのお店を利用したいと思

いますか。（○は１つ） 

図表５－９ 「食品ロス」削減に取り組むお店の利用の希望 

 

食品ロス削減に取り組むお店の情報があれば、そのお店を利用したいか聞いたところ、「利用したい

と思う」が80.4％、「利用したいと思わない」が16.6％となっている。（図表５－９）  

n=797

利用したいと

思う
80.4%

利用したいと

思わない
16.6%

無回答 3.0%
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図表５－10 「食品ロス」削減に取り組むお店の利用の希望（性別・性／年代別・地域別） 

 

「食品ロス」削減に取り組むお店の利用の希望について、性別でみると「利用したいと思う」は男性

（76.4％）、女性（83.9％）と、女性が男性を7.5ポイント上回っている。 

性／年代別でみると、「利用したいと思う」は男性30代～50代、女性10代～60代で８割台となって

いる。（図表５－10）  

　(％)

  全  体

男性

女性

男性10・20代

男性30代

男性40代

男性50代

男性60代

男性70歳以上

女性10・20代

女性30代

女性40代

女性50代

女性60代

女性70歳以上

大森地域

調布地域

蒲田地域

糀谷・羽田地域

性

別

性

／

年

代

別

地

域

別

利

用

し

た

い

と

思

う

利

用

し

た

い

と

思

わ

な

い

無

回

答

80.4 

76.4 

83.9 

50.0 

84.8 

80.4 

87.3 

75.0 

68.0 

89.2 

87.3 

88.3 

86.7 

88.1 

72.9 

84.0 

80.0 

79.1 

79.0 

16.6 

22.3 

13.0 

50.0 

15.2 

19.6 

11.1 

25.0 

28.0 

10.8 

11.1 

9.6 

13.3 

10.4 

18.6 

13.7 

18.1 

19.1 

18.5 

3.0 

1.3 

3.1 

0.0 

0.0 

0.0 

1.6 

0.0 

4.0 

0.0 

1.6 

2.1 

0.0 

1.5 

8.5 

2.3 

1.9 

1.9 

2.5 

(797)

(309)

(478)

(22)

(46)

(51)

(63)

(52)

(75)

(37)

(63)

(94)

(98)

(67)

(118)

(263)

(215)

(215)

(81)

ｎ
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（６）「フードドライブ」への提供について 

◎ 「提供したいと思う」が５割半ば 

問 22 ご家庭の未利用食品を集めて、必要としている団体等に提供する活動を「フードドライブ」と

いいます。あなたの家で未利用食品が出た際、フードドライブに提供したいと思いますか。 

（○は１つ） 

※フードドライブに提供できる食品…主に米などの穀類、調味料、缶詰、インスタント食品など 

図表５－11 「フードドライブ」への提供について 

 

「フードドライブ」への提供について聞いたところ、「提供したいと思う」が54.3％、「提供したい

と思わない」が42.4％となっている。（図表５－11）  

n=797

提供したいと

思う
54.3%

提供したいと

思わない
42.4%

無回答 3.3%



 

89 

 

図表５－12 「フードドライブ」への提供について（性別・性／年代別・地域別） 

 

「フードドライブ」への提供について、性別でみると大きな差異は見られない。 

性／年代別でみると、「提供したいと思う」が、女性10・20代が70.3％と他の年代より高くなって

いる。 

地域別でみると、「提供したいと思う」は調布地域が63.7％となっている。（図表５－12）  

　(％)

  全  体

男性

女性

男性10・20代

男性30代

男性40代

男性50代

男性60代

男性70歳以上

女性10・20代

女性30代

女性40代

女性50代

女性60代

女性70歳以上

大森地域

調布地域

蒲田地域

糀谷・羽田地域

性

別

性

／

年

代

別

地

域

別

提

供

し

た

い

と

思

う

提

供

し

た

い

と

思

わ

な

い

無

回

答

54.3 

52.1 

56.5 

63.6 

56.5 

49.0 

57.1 

69.2 

32.0 

70.3 

66.7 

57.4 

68.4 

58.2 

35.6 

52.9 

63.7 

52.6 

45.7 

42.4 

46.6 

40.0 

36.4 

43.5 

51.0 

42.9 

30.8 

62.7 

29.7 

33.3 

42.6 

30.6 

38.8 

52.5 

43.7 

34.0 

46.5 

51.9 

3.3 

1.3 

3.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

5.3 

0.0 

0.0 

0.0 

1.0 

3.0 

11.9 

3.4 

2.3 

0.9 

2.5 

(797)

(309)

(478)

(22)

(46)

(51)

(63)

(52)

(75)

(37)

(63)

(94)

(98)

(67)

(118)

(263)

(215)

(215)

(81)

ｎ
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（７）「フードドライブ」に提供する際、重要視すること 

◎ 「提供できる場所が近くにあること」が８割半ばで最も高くなっている 

【問22で「１．提供したいと思う」と回答された方】 

問 22-１ フードドライブに提供する際、あなたが重要と思うことは何ですか。（○はいくつでも） 

図表５－13 「フードドライブ」への提供する際、重要視すること 

 

 

フードドライブに提供したいと思う人に、提供する際に重要視することを聞いたところ、「提供でき

る場所が近くにあること」が85.2％で最も高く、次いで、「手続きが簡単で分かり易いこと」（80.6％）、

「提供先が信頼できる団体であること」（64.4％）などとなっている。（図表５－13）  

n=433

85.2

80.6

64.4

24.9

2.3

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

提供できる場所が近くにあること

手続きが簡単で分かり易いこと

提供先が信頼できる団体であること

提供場所の開設時間が長いこと

その他

無回答
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図表５－14 「フードドライブ」に提供する際、重要視すること 

（性別・性／年代別・地域別 上位４項目） 

 
 

「フードドライブ」に提供する際、重要視することについて、上位４項目を性別でみると「提供でき

る場所が近くにあること」は男性（78.9％）、女性（89.3％）と、女性が男性を10.4ポイント上回って

いる。（図表５－14）  

□提供できる場所が近

くにあること

□手続きが簡単で分か

り易いこと

□提供先が信頼できる

団体であること

  ｎ

全　体 (433)

男性 (161)

女性 (270)

男性10・20代 (14)

男性30代 (26)

男性40代 (25)

男性50代 (36)

男性60代 (36)

男性70歳以上 (24)

女性10・20代 (26)

女性30代 (42)

女性40代 (54)

女性50代 (67)

女性60代 (39)

女性70歳以上 (42)

大森地域 (139)

調布地域 (137)

蒲田地域 (113)

糀谷・羽田地域 (37)

□提供場所の開設時間

が長いこと

  ｎ

全　体 (433)

男性 (161)

女性 (270)

男性10・20代 (14)

男性30代 (26)

男性40代 (25)

男性50代 (36)

男性60代 (36)

男性70歳以上 (24)

女性10・20代 (26)

女性30代 (42)

女性40代 (54)

女性50代 (67)

女性60代 (39)

女性70歳以上 (42)

大森地域 (139)

調布地域 (137)

蒲田地域 (113)

糀谷・羽田地域 (37)

地

域

別

性

別

性

／

年

代

別

地

域

別

性

別

性

／

年

代

別

85.2 

78.9 

89.3 

78.6 

80.8 

76.0 

86.1 

75.0 

75.0 

88.5 

85.7 

94.4 

94.0 

76.9 

90.5 

79.9 

88.3 

86.7 

89.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

80.6 

81.4 

80.4 

85.7 

88.5 

92.0 

80.6 

75.0 

70.8 

88.5 

85.7 

74.1 

91.0 

66.7 

73.8 

79.9 

81.0 

80.5 

78.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

64.4 

59.6 

67.8 

64.3 

53.8 

64.0 

58.3 

58.3 

62.5 

50.0 

69.0 

63.0 

64.2 

82.1 

76.2 

69.1 

67.2 

60.2 

48.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

24.9 

24.8 

25.2 

21.4 

46.2 

16.0 

36.1 

13.9 

12.5 

38.5 

38.1 

16.7 

32.8 

12.8 

14.3 

28.1 

23.4 

23.0 

27.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（８）「フードドライブ」に提供したくない理由 

◎ 「余っている食品がないから」が５割半ばで最も高くなっている 

【問22で「２．提供したいと思わない」と回答された方】 

問 22-２ フードドライブに提供したいと思わないのはなぜですか。（○はいくつでも） 

図表５－15 「フードドライブ」に提供したくない理由 

 

 

「フードドライブ」に提供したいと思わない人にその理由を聞いたところ、「余っている食品がない

から」が55.6％で最も高く、次いで、「提供するまでの手続きが面倒と思うから」（38.2％）、「提供方

法が分からないから」（32.0％）などとなっている。（図表５－15）  

n=338

55.6

38.2

32.0

21.3

5.3

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

余っている食品がないから

提供するまでの手続きが面倒と思うから

提供方法が分からないから

提供できる場所が分からないから

その他

無回答
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図表５－16 「フードドライブ」に提供したくない理由（性別・性／年代別・地域別 上位４項目） 

 
 

「フードドライブ」に提供したくない理由について、上位４項目を性別でみると、「余っている食品

がないから」が男女ともに５割半ばで大きな差異は見られない。 

地域別でみると、「提供方法が分からないから」では蒲田地域、糀谷・羽田地域が３割後半となって

いる。（図表５－16）  

□余っている食品がな

いから

□提供するまでの手続

きが面倒と思うから

□提供方法が分からな

いから

  ｎ

全　体 (338)

男性 (144)

女性 (191)

男性10・20代 (8)

男性30代 (20)

男性40代 (26)

男性50代 (27)

男性60代 (16)

男性70歳以上 (47)

女性10・20代 (11)

女性30代 (21)

女性40代 (40)

女性50代 (30)

女性60代 (26)

女性70歳以上 (62)

大森地域 (115)

調布地域 (73)

蒲田地域 (100)

糀谷・羽田地域 (42)

□提供できる場所が分

からないから

  ｎ

全　体 (338)

男性 (144)

女性 (191)

男性10・20代 (8)

男性30代 (20)

男性40代 (26)

男性50代 (27)

男性60代 (16)

男性70歳以上 (47)

女性10・20代 (11)

女性30代 (21)

女性40代 (40)

女性50代 (30)

女性60代 (26)

女性70歳以上 (62)

大森地域 (115)

調布地域 (73)

蒲田地域 (100)

糀谷・羽田地域 (42)

地

域

別

性

別

性

／

年

代

別

地

域

別

性

別

性

／

年

代

別

55.6 

56.3 

55.0 

50.0 

65.0 

42.3 

59.3 

50.0 

61.7 

18.2 

61.9 

67.5 

60.0 

46.2 

51.6 

53.0 

60.3 

51.0 

64.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

38.2 

35.4 

40.3 

37.5 

40.0 

38.5 

40.7 

50.0 

23.4 

72.7 

66.7 

42.5 

43.3 

42.3 

22.6 

42.6 

45.2 

31.0 

33.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

32.0 

30.6 

33.5 

0.0 

25.0 

42.3 

14.8 
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